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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル送達システムであって、
　その中に配置された電源を含む制御体部と、
　前記制御体部と係合するカートリッジ本体部であって、その内部に配置された第１のエ
アロゾル生成装置をさらに備え、前記電源を動作可能にするよう構成され、第１のエアロ
ゾル生成装置がエアロゾル前駆体組成物を備え且つ１つの熱生成部品を有している、カー
トリッジ本体部と、
　前記カートリッジ本体部と着脱可能に係合されるかまたは前記カートリッジ本体部中に
収容される第２のエアロゾル生成装置であって、細長い管状体および対向する端部材を有
するカートリッジを備え、前記端部材のそれぞれが、気体透過性であり、システム内に吸
引されている流体が第１のエアロゾル生成装置および第２のエアロゾル生成装置を順に流
れるように、第１のエアロゾル生成装置および第２のエアロゾル生成装置が配置されてい
る、第２のエアロゾル生成装置と、
を備える、エアロゾル送達システム。
【請求項２】
　前記第２のエアロゾル生成装置が、少なくとも１つのエアロゾル生成要素をさらに備え
る、請求項１に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、顆粒、ペレット、ビーズ、小さな不連続
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単位、炭素片、押し出し炭素片、セラミックビーズ、マルマライズ化タバコ片、押し出し
または圧縮円筒状または球状要素、粉砕タバコ薄片、充填剤、香味、可視エアロゾル形成
材料、結合剤、卵形要素、不規則形状要素、細断片、フレーク、タバコ含有要素、可視エ
アロゾル形成材料含有要素、吸着性物質、吸収性物質、カプセル、マイクロカプセル、ハ
ニカムモノリス、単一多孔性構造体およびそれらの組合わせからなる群から選択される、
請求項２に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項４】
　前記第１のエアロゾル生成装置と前記第２のエアロゾル生成装置の間に配置された第１
の分離要素をさらに備え、前記第１の分離要素が熱伝導性および気体透過性のいずれかで
ある、請求項１に記載のエアロゾル生成物品。
【請求項５】
　第１の分離要素が、厚さを規定するため対向する端部の間の長手方向軸に沿って延在し
、前記第１の分離要素の前記厚さが、前記第１のエアロゾル生成装置の加熱要素から前記
第２のエアロゾル生成装置を離間するように構成される、請求項４に記載のエアロゾル送
達システム。
【請求項６】
　前記第１のエアロゾル生成装置が、液体容器を備え、第１のエアロゾルを生成するため
に前記第１のエアロゾル生成装置により使用されるエアロゾル前駆体物質を受容するよう
構成される、請求項１に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項７】
　前記エアロゾル前駆体物質が無風味剤および無酸のいずれかである、請求項６に記載の
エアロゾル送達システム。
【請求項８】
　前記エアロゾル前駆体物質がグリセンリン、プロピレングリコール、水、生理的食塩水
、ニコチンおよびその組み合わせのいずれかである、請求項６に記載のエアロゾル送達シ
ステム。
【請求項９】
　第２のエアロゾル生成装置のカートリッジは、カートリッジ本体の外部本体によってユ
ニットとして受容されるように構成されている、請求項１に記載のエアロゾル送達システ
ム。
【請求項１０】
　第２のエアロゾル生成装置のカートリッジは、少なくとも１つのエアロゾル生成要素を
含む事前に組み立てられたカートリッジである、請求項１に記載のエアロゾル送達システ
ム。
【請求項１１】
　第１のエアロゾル生成装置は、第１のエアロゾルを生成するための熱を提供するように
構成された発熱体を含み、当該送達システムは、熱および第１のエアロゾルが、第２のエ
アロゾル生成装置と係合してかつ第２のエアロゾル生成装置を介して引き込まれるように
、構成されている、請求項１に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項１２】
　前記第１のエアロゾル生成装置が第１のエアロゾルを生成するための熱を提供するよう
構成され、前記第２のエアロゾル生成装置が少なくとも１つのエアロゾル生成要素を含み
、前記少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、そこを通って引き込まれる前記第１のエ
アロゾルおよび熱と相互作用するよう配置されている、請求項１に記載のエアロゾル送達
システム。
【請求項１３】
　前記第２のエアロゾル生成装置の前記少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、前記第
１のエアロゾル生成装置の前記加熱要素からの前記熱および第２のエアロゾルを生成する
ため前記第１のエアロゾル生成装置によって生成される前記第１のエアロゾルのいずれか
と相互作用するように、構成される、請求項１２に記載のエアロゾル送達システム。



(3) JP 6710802 B2 2020.6.17

10

20

30

40

50

【請求項１４】
　前記第１のエアロゾル生成装置により生成される前記第１のエアロゾルが、第３のエア
ロゾルを形成するため前記第２のエアロゾル生成装置により生成される前記第２のエアロ
ゾルと相互作用するように、構成される、請求項１２に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項１５】
　前記第２のエアロゾル生成装置の前記少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、強化エ
アロゾルを生成するため前記第１のエアロゾル生成装置により生成される前記第１のエア
ロゾルと相互作用し、前記第１のエアロゾルに強化物質を付与するように、構成される、
請求項１２に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項１６】
　前記第２のエアロゾル生成装置の前記少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、冷却エ
アロゾルを生成するためそこを通って引き込まれる前記第１のエアロゾル生成装置により
生成される前記第１のエアロゾルと相互作用し、前記第１のエアロゾルから熱を除去する
ように、構成される、請求項１２に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項１７】
　前記第２のエアロゾル生成装置が、少なくとも１つのエアロゾル形成材料を含むビーズ
状またはペレット状の複数のエアロゾル生成要素をさらに含む、請求項１～１６のいずれ
か１項に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項１８】
　前記エアロゾル生成要素が、粒状タバコ、タバコ抽出物およびニコチンのうちの１つま
たは複数をさらに含み、前記ニコチンが、遊離塩基形、塩形、複合体、または溶媒和化合
物である、請求項１６に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項１９】
　前記エアロゾル生成要素が、１つまたは複数の充填剤、結合剤、風味剤およびその組み
合わせをさらに含む、請求項１６に記載のエアロゾル送達システム。
【請求項２０】
　前記エアロゾル生成要素が燻煙処理されている、請求項９に記載のエアロゾル送達シス
テム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　開示は、喫煙物品などのエアロゾル送達デバイスおよびシステムに関し、より詳細には
、エアロゾル製品用の電気的に発生する熱を利用するエアロゾル送達デバイスおよびシス
テムに関する。エアロゾル送達デバイスおよびシステムは、エアロゾル前駆体を加熱する
よう構成されてもよく、エアロゾル前駆体は、タバコ製またはタバコ由来であってもよい
、あるいはタバコを組み込んでいてもよいが、必ずしもそうである必要はない材料を組み
込んでいて、人が吸入可能なエアロゾルを形成するために蒸発可能である。
【背景技術】
【０００２】
　使用にタバコを燃やす必要がある喫煙製品の改良または代替として、多くの喫煙デバイ
スが長年提案されてきた。これらのデバイスの多くは、タバコの燃焼によるかなりの量の
不完全燃焼および熱分解生成物を送出することなく、タバコ、シガー、またはパイプと関
連する感覚を提供するようになされてきたと言われる。この目標を達成するために、揮発
性物質を蒸発させる、または加熱するために電気エネルギーを利用する、あるいは、かな
りの程度にタバコを燃焼することなく、タバコ、シガーまたはパイプの感覚を提供しよう
とする、多数の喫煙製品、香味生成器および薬用吸入器が提案されてきた。例えば、参照
により本明細書に援用される、Ｒｏｂｉｎｓｏｎなどによる米国特許第７，７２６，３２
０、Ｇｒｉｆｆｉｔｈ，Ｊｒ．などによる米国特許出願第２０１３／０２５５７０２およ
びSearsなどの米国特許出願公開第２０１４／００９６７８１の背景技術に記載の、様々
な代替喫煙物品、エアロゾル送達デバイスおよび発熱源を参照されたい。また、例えば、



(4) JP 6710802 B2 2020.6.17

10

20

30

40

50

参照により本明細書に組み込まれる、Ｂｌｅｓｓなどによる２０１４年２月３日出願の米
国特許出願番号第１４／１７０，８３８のブランド名および商業的供給源により参照され
る様々なタイプの喫煙物品、エアロゾル送達デバイスおよび電動発熱源を参照されたい。
【０００３】
　ユーザが非常に風味豊かなエアロゾルを吸引することができる電動エアロゾル送達シス
テムを提供することが望ましい。また、ユーザの口の中に吸引されたとき、エアロゾルが
心地よく、快適な状態で提供されるのが望ましいかもしれない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願第７，７２６，３２０号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１３／０２５５７０２号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１４／００９６７８１号明細書
【特許文献４】米国特許出願第１４／１７０，８３８号明細書
【発明の概要】
【０００５】
　本開示は、エアロゾル送達システムに関する。そのようなシステムは、電力により生成
された熱の結果としてエアロゾルを生成することができ、ユーザの口内に吸引されるエア
ロゾルを送出することができる。エアロゾル送達システムにとって具体的に重要なことは
、電子タバコとして既知の、あるいは、特徴的なデバイスが喫煙者に与えるような、エア
ロゾル形態のタバコ成分を提供することである。本明細書で使用する場合、用語「エアロ
ゾル」は、目に見えても見えなくても、「煙状」と考えられる形態であってもそうでなく
ても、人が吸引するのに適した、蒸気、ガス、エアロゾルおよび／または粒状体形態また
は粒状体型を含むことを指す。
【０００６】
　上述および他の要求が、一態様では、エアロゾル送達システムを提供する本開示の態様
と合致する。そのようなエアロゾル送達システムは、対抗端を有し、中に電源を配置する
第１の細長い管状部材を含む制御体部を備えてもよい。カートリッジ本体部は、対向する
第１および第２の端部を有する第２の管状部材を含む。カートリッジ本体部の第１および
第２の端部のうちの一方は、制御体部の対抗端のうちの一方と取り外し可能に係合する。
カートリッジ本体部は、第２の管状部材内に配置された第１のエアロゾル生成装置をさら
に備え、制御体部の対抗端の一方とカートリッジ本体部の第１および第２の端部のうちの
一方との間の係合部に電源を動作可能に係合するよう構成される。カートリッジ本体部の
第１および第２の端部のうちの他方は、さらに、口係合端として構成される。カートリッ
ジ本体部は、第１のエアロゾル生成装置と口係合端の間に配置された第２の管状部材内に
第２のエアロゾル生成装置をさらに備える。一部の態様では、第２のエアロゾル生成装置
が、１つまたは複数のエアロゾル生成要素をさらに備えてもよく、１つまたは複数の（少
なくとも１つの）エアロゾル生成要素は、顆粒、ペレット、ビーズ、小さな不連続単位、
炭素片、押し出し炭素片、セラミックビーズ、マルマライズ化タバコ片、押し出しまたは
圧縮円筒状または球状要素、粉砕タバコ薄片、充填剤、香味、可視エアロゾル形成材料、
結合剤、卵形要素、不規則形状要素、細断片、フレーク、タバコ含有要素、可視エアロゾ
ル形成材料含有要素、吸着性物質、吸収性物質、カプセル、マイクロカプセル、ハニカム
モノリス、単一多孔性構造体およびそれらの組合わせからなる群から選択されてもよい。
【０００７】
　本開示の他の態様では、エアロゾル送達システムを形成する方法が提供される。そのよ
うな方法は、第２の管状部材の第１の端部と着脱可能に係合する第１の細長い管状部材の
一端を備え、第１の細長い管状部材は、制御体部として構成され、内部に配置された電源
を有し、第２の管状部材は、カートリッジ本体部として構成され、内部に配置された第１
のエアロゾル生成装置を有する。第１のエアロゾル生成装置は、制御体部の一端とカート
リッジ本体部の第１の端部の間の係合部に電源を動作可能に係合するよう構成される。ま
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た、その方法は、第１のエアロゾル生成装置と第２の管状部材の第２の端部の間のカート
リッジ本体部の第２の管状部材内に第２のエアロゾル生成装置を挿入することを含み、第
２の端部は、第１の端部と対向し、口係合端として構成される。場合によっては、第２の
管状部材内に第２のエアロゾル生成装置を挿入することが、第２の管状部材内に１つまた
は複数のエアロゾル生成要素を、少なくとも部分的に第２のエアロゾル生成装置を形成す
ることをさらに備えてもよく、１つまたは複数の（少なくとも１つの）エアロゾル生成要
素は、顆粒、ペレット、ビーズ、小さな不連続単位、炭素片、押し出し炭素片、セラミッ
クビーズ、マルマライズ化タバコ片、押し出しまたは圧縮円筒状または球状要素、粉砕タ
バコ薄片、充填剤、香味、可視エアロゾル形成材料、結合剤、卵形要素、不規則形状要素
、細断片、フレーク、タバコ含有要素、可視エアロゾル形成材料含有要素、吸着性物質、
吸収性物質、カプセル、マイクロカプセル、ハニカムモノリス、単一多孔性構造体および
それらの組合わせからなる群から選択される。このように本開示は、以下の実施形態を含
むが、それに限定されない。
【０００８】
　実施形態１
　対向する端部を有する第１の細長い管状部材を含む制御体部と、その中に配置された電
源と、対向する第１と第２の端部を有する第２の管状部材を含むカートリッジ本体部を備
え、第１および第２の端部のうちの一方が、制御体部の対向する端部の一方と着脱可能に
係合し、カートリッジ本体部が、第２の管状部材内に配置された第１のエアロゾル生成装
置をさらに備え、制御体部の対向する端部の一方とカートリッジ本体部の第１および第２
の端部のうちの一方との間の係合に電源を動作可能に係合するように構成し、カートリッ
ジ本体部の第１および第２の端部のうちの他方が、口係合端としてさらに任意に構成され
、カートリッジ本体部が第１のエアロゾル生成装置と口係合端の間に配置された第２の管
状部材内に第２のエアロゾル生成装置をさらに備える、エアロゾル送達システム。
【０００９】
　実施形態２
　第２のエアロゾル生成装置が、少なくとも１つのエアロゾル生成要素をさらに備える、
上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいはその組み合わせ
。
【００１０】
　実施形態３
　少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、顆粒、ペレット、ビーズ、小さな不連続単位
、炭素片、押し出し炭素片、セラミックビーズ、マルマライズ化タバコ片、押し出しまた
は圧縮円筒状または球状要素、粉砕タバコ薄片、充填剤、香味、可視エアロゾル形成材料
、結合剤、卵形要素、不規則形状要素、細断片、フレーク、タバコ含有要素、可視エアロ
ゾル形成材料含有要素、吸着性物質、吸収性物質、カプセル、マイクロカプセル、ハニカ
ムモノリス、単一多孔性構造体およびそれらの組合わせからなる群から選択される、上述
または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいはその組み合わせ。
【００１１】
　実施形態４
　第１のエアロゾル生成装置と第２のエアロゾル生成装置の間の第２の管状部材内に配置
された第１の分離要素をさらに備え、第１の分離要素が熱伝導性および気体透過性のいず
れかである、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいはそ
の組み合わせ。
【００１２】
　実施形態５
　第１の分離要素が、厚さを規定するため対向する端部の間の長手方向軸に沿って延在し
、第１の分離要素の厚さが、第１のエアロゾル生成装置の加熱要素から第２のエアロゾル
生成装置を離間するように構成される、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル
送達システム、あるいはその組み合わせ。
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【００１３】
　実施形態6
　第２のエアロゾル生成装置と口係合端の間の第２の管状部材内に配置された第２の分離
要素をさらに備え、第２の分離要素が熱伝導性および気体透過性のいずれかである、上述
または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいはその組み合わせ。
【００１４】
　実施形態7
　第２のエアロゾル生成装置が細長い管状体および対向する端部材を有するカートリッジ
を備え、端部材のそれぞれが、熱伝導性および気体透過性のいずれかであり、細長い管状
体が、少なくとも１つのエアロゾル生成要素を受容し、対向する端部材と協働してその中
に少なくとも１つのエアロゾル生成要素を収容するようさらに構成され、カートリッジが
第２の管状部材によって受容されるよう構成される、上述または以下の実施形態のいずれ
のエアロゾル送達システム、あるいはその組み合わせ。
【００１５】
　実施形態８
　第１のエアロゾル生成装置が、第２の管状部材内に配置された液体容器を備え、第１の
エアロゾルを生成するために第１のエアロゾル生成装置により使用されるエアロゾル前駆
体物質を受容するよう構成される、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達
システム、あるいはその組み合わせ。
【００１６】
　実施形態９
　エアロゾル前駆体物質が無風味剤および無酸のうちの１つである、上述または以下の実
施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいはその組み合わせ。
【００１７】
　実施形態１０
　エアロゾル前駆体物質がグリセンリン、プロピレングリコール、水、生理的食塩水、ニ
コチンおよびその組み合わせのうちの１つである、上述または以下の実施形態のいずれの
エアロゾル送達システム、あるいはその組み合わせ。
【００１８】
　実施形態１１
　第１のエアロゾル生成装置が第１のエアロゾルを生成するための熱を提供するよう構成
され、第２のエアロゾル生成装置が少なくとも１つのエアロゾル生成要素を含み、少なく
とも１つのエアロゾル生成要素が、熱およびカートリッジ本体部の口係合端に加えられた
吸引に応答して、エアロゾル生成要素を通って口係合端へ引き込まれる第１のエアロゾル
と相互作用するよう配置されている、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送
達システム、あるいはその組み合わせ。
【００１９】
　実施形態１２
　第２のエアロゾル生成装置の少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、第１のエアロゾ
ル生成装置の加熱要素からの熱および第２のエアロゾルを生成するため第１のエアロゾル
生成装置によって生成される第１のエアロゾルのいずれかと相互作用するよう構成される
、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいはその組み合わ
せ。
【００２０】
　実施形態１３
　第１のエアロゾル生成装置により生成される第１のエアロゾルが、口係合端に加えられ
た吸引に応答して口係合端へ引き込まれる第３のエアロゾルを形成するための第２のエア
ロゾル生成装置により生成される第２のエアロゾルと相互作用するよう構成される、上述
または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいはその組み合わせ。
【００２１】
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　実施形態１４
　第２のエアロゾル生成装置の少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、口係合端に加え
られた吸引に応答して口係合端へ引き込まれる強化エアロゾルを生成するため第１のエア
ロゾル生成装置により生成される第１のエアロゾルと相互作用し、強化物質を付与するよ
う構成される、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム、あるいは
その組み合わせ。
【００２２】
　実施形態１５
　第２のエアロゾル生成装置の少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、口係合端に加え
られた吸引に応答して口係合端へ引き込まれる冷却エアロゾルを生成するため第１のエア
ロゾル生成装置により生成される第１のエアロゾルと相互作用し、第１のエアロゾルから
熱を除去するよう構成される、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達シス
テム、あるいはその組み合わせ。
【００２３】
　実施形態１６
　対向する端部を有する第１の細長い管状部材とその中に配置された電源とを含む制御体
部と、第１の端部が制御体部の対向する端部の一方と係合する対向する第１の端部、およ
び第２の端部を有する第２の管状部材を含むカートリッジ本体部であって、第２の管状部
材内に配置された第１のエアロゾル生成装置をさらに備え、制御体部の対向する端部の一
方とカートリッジ本体部の第１の端部の間の係合部に電源を動作可能に係合するように構
成され、カートリッジ本体部の第２の端部が、エアロゾル送達システムの口係合端に向か
っているカートリッジ本体部と、エアロゾル送達システムの第１のエアロゾル生成装置と
口係合端の間に配置され、カートリッジ本体部と着脱可能に係合するか、カートリッジ本
体部の第２の管状部材内に収容される第２のエアロゾル生成装置とを備える、エアロゾル
送達システム。
【００２４】
　実施形態１７
　第２のエアロゾル生成装置が、少なくとも１つのエアロゾル形成材料を含むビーズまた
はペレット状の複数のエアロゾル生成要素をさらに含む、上述または以下の実施形態のい
ずれのエアロゾル送達システム。
【００２５】
　実施形態１８
　エアロゾル生成要素が、粒状タバコ、タバコ抽出物およびニコチンのうちの１つまたは
複数をさらに含み、ニコチンが、遊離塩基形、塩形、複合体、または溶媒和化合物である
、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム。
【００２６】
　実施形態１９
　エアロゾル生成要素が、１つまたは複数の充填剤、結合剤、風味剤およびその組み合わ
せをさらに含む、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム。
【００２７】
　実施形態２０
　エアロゾル生成要素が燻煙処理されている、上述または以下の実施形態のいずれのエア
ロゾル送達システム。
【００２８】
　実施形態２１
　第２のエアロゾル生成装置が、カートリッジ本体部の第２の管状部材内に収容され、第
１のエアロゾル生成装置と第２のエアロゾル生成装置の間の第２の管状部材内に配置され
た第１の空気透過分離要素により定位置に保持されるビーズまたはペレット状の複数のエ
アロゾル生成要素および第２のエアロゾル生成装置と口係合端の間の第２の分離要素を含
む、上述または以下の実施形態のいずれのエアロゾル送達システム。
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【００２９】
　実施形態２２
　第２のエアロゾル生成装置が、カートリッジ本体部と着脱可能に係合され、第１のエア
ロゾル生成装置と第２のエアロゾル生成装置の間の第１の空気透過分離要素により定位置
に保持されるビーズまたはペレット状の複数のエアロゾル生成要素および第２のエアロゾ
ル生成装置と口係合端の間の第２の分離要素を含む、上述または以下の実施形態のいずれ
のエアロゾル送達システム。
【００３０】
　実施形態２３
　第１の細長い管状部材が、制御体部として構成され、その中に配置された電源を有し、
第２の管状部材が、カートリッジ本体部として構成され、その中に配置された第１のエア
ロゾル生成装置を有し、第１のエアロゾル生成要素が、制御体部の一端とカートリッジ本
体部の第１の端部の間の係合部に電源を動作可能に係合するよう構成される、第２の管状
部材の第１の端部と着脱可能に係合する第１の細長い管状部材の一端を備え、第２の端部
が、第１の端部と対向し、口係合端として構成される、第１のエアロゾル生成装置と第２
の管状部材の第２の端部の間のカートリッジ本体部の第２の管状部材内に第２のエアロゾ
ル生成装置を挿入する、エアロゾル送達システムを形成する方法。
【００３１】
　実施形態２４
　第２のエアロゾル生成装置をカートリッジ本体部と係合する前記のステップが、第１の
エアロゾル生成装置と第２の管状部材の第２の端部との間のカートリッジ本体部の第２の
管状部材内に第２のエアロゾル生成装置を挿入することを含み、第２の端部が、第１の端
部と対向し、口係合端として構成される、上述または以下の実施形態のいずれの方法。
【００３２】
　実施形態２５
　第２の管状部材内に第２のエアロゾル生成装置を挿入することが、第２の管状部材内に
、少なくとも部分的に第２のエアロゾル生成装置を形成する、少なくとも１つのエアロゾ
ル生成要素を挿入することをさらに含み、少なくとも１つのエアロゾル生成要素が、顆粒
、ペレット、ビーズ、小さな不連続単位、炭素片、押し出し炭素片、セラミックビーズ、
マルマライズ化タバコ片、押し出しまたは圧縮円筒状または球状要素、粉砕タバコ薄片、
充填剤、香味、可視エアロゾル形成材料、結合剤、卵形要素、不規則形状要素、細断片、
フレーク、タバコ含有要素、可視エアロゾル形成材料含有要素、吸着性物質、吸収性物質
、カプセル、マイクロカプセル、ハニカムモノリス、単一多孔性構造体およびそれらの組
合わせからなる群から選択される、上述または以下の実施形態のいずれの方法、またはそ
の組み合わせ。
【００３３】
　実施形態２６
　第１のエアロゾル生成装置と第２のエアロゾル生成装置の間の第２の管状部材内に第１
の分離要素を挿入することをさらに含み、第１の分離要素が熱伝導性および気体透過性の
いずれかである、上述または以下の実施形態のいずれの方法、あるいはその組み合わせ。
【００３４】
　実施形態２７
　第２のエアロゾル生成装置と口係合端の間の第２の管状部材内に第２の分離要素を挿入
することをさらに含み、第２の分離要素が熱伝導性および気体透過性のうちの１つである
、上述または以下の実施形態のいずれの方法、あるいはその組み合わせ。
【００３５】
　実施形態２８
　第２のエアロゾル生成装置が細長い管状体および対向する端部材を有するカートリッジ
を備え、端部材のそれぞれが、熱伝導性および気体透過性のうちの１つであり、細長い管
状体が、少なくとも１つのエアロゾル生成要素を受容し、対向する端部材と協働してその
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中に少なくとも１つのエアロゾル生成要素を収容するようさらに構成され、第２のエアロ
ゾル生成装置を挿入することが、カートリッジ本体部の第２の管状部材内にカートリッジ
を挿入することをさらに含む、上述または以下の実施形態のいずれの方法、あるいはその
組み合わせ。
【００３６】
　実施形態２９
　第１の細長い管状部材が、制御体部として構成され、その中に配置された電源を有し、
第２の管状部材が、カートリッジ本体部として構成され、その中に配置された第１のエア
ロゾル生成装置を有し、第１のエアロゾル生成要素が、制御体部の一端とカートリッジ本
体部の第１の端部の間の係合部に電源を動作可能に係合するよう構成される、第２の管状
部材の第１の端部と着脱可能に係合する第１の細長い管状部材の一端を備え、第２の端部
が、第１の端部と対向し、口係合端として構成される、第１のエアロゾル生成装置と第２
の管状部材の第２の端部の間のカートリッジ本体部の第２の管状部材内に第２のエアロゾ
ル生成装置を挿入する、エアロゾル送達システムを形成する方法。
【００３７】
　実施形態３０
　第２のエアロゾル生成装置が、第１のエアロゾル生成装置と第２のエアロゾル生成装置
の間の第２の管状部材内に配置された第１の空気透過分離要素により定位置に保持される
ビーズ状またはペレット状の複数のエアロゾル生成要素および第２のエアロゾル生成装置
と口係合端の間の第２の分離要素を含む、上述または以下の実施形態のいずれの方法。
【００３８】
　実施形態３１
　第２のエアロゾル生成装置をカートリッジ本体部と係合する前記ステップが、第２のエ
アロゾル生成装置をカートリッジ本体部と着脱可能に係合することを含み、第２のエアロ
ゾル生成装置が、カートリッジ本体部と着脱可能に係合するよう構成される第１の端部お
よびエアロゾル送達システムの口係合端を提供するようになされた第２の端部を備え、第
２のエアロゾル生成装置が、第１のエアロゾル生成装置と第２のエアロゾル生成装置の間
の第１の空気透過分離要素により定位置で保持されるビーズ状またはペレット状の複数の
エアロゾル生成要素および第２のエアロゾル生成装置と口係合端の間の第２の分離要素を
備える、上述または以下の実施形態のいずれの方法。
【００３９】
　実施形態３２
　第２のエアロゾル生成装置が、少なくとも１つのエアロゾル形成材料を含むビーズ状ま
たはペレット状の複数のエアロゾル生成要素を含む、上述または以下の実施形態のいずれ
の方法。
【００４０】
　実施形態３３
　エアロゾル生成要素が、粒状タバコ、タバコ抽出物およびニコチンのうちの１つまたは
複数をさらに含み、ニコチンが、遊離塩基形、塩形、複合体、または溶媒和化合物である
、上述または以下の実施形態のいずれの方法。
【００４１】
　実施形態３４
　エアロゾル生成要素が、１つまたは複数の充填剤、結合剤、風味剤およびその組み合わ
せをさらに含む、上述または以下の実施形態のいずれの方法。
【００４２】
　実施形態３５
　エアロゾル生成要素が燻煙処理されている、上述または以下の実施形態のいずれの方法
。
【００４３】
　本開示のこれらおよび他の特徴、態様および利点は、以下で簡単に説明される添付の図
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面と共に、以下の詳細の説明を読むことで明確になるであろう。本開示は、２つ、３つ、
４つまたはそれ以上の上述の態様のいずれの組合わせ、ならびに、この開示に記載の２つ
、３つ、４つまたはそれ以上の特徴あるいは要素の組合わせを、本明細書の特定の実施形
態の記載において明示的に組み合わされるかどうかに関わらず、含む。開示された発明の
任意の分離可能な特徴または要素が、その様々な態様及び実施形態のいずれかにおいて、
文脈上そうでないとする明確な指示がない限り、組み合わせ可能であることを意図すると
見なされるべきであるように、本開示は、総合的に読み取られることを目的とする。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
　概括的に本開示をこのように説明してきたので、ここで添付の図面を参照するが、それ
らは必ずしも一定の比率の縮尺で描かれてはいない。
【００４５】
【図１】本開示の例示的な態様による、分解構成で図示するカートリッジ本体および組立
構成で図示する制御体を含むエアロゾル送達デバイスの概略図である。
【図２】本開示の例示的な態様による、分解構成で図示する図１の制御体の概略図である
。
【図３】本開示の例示的な態様による、１つまたは複数のエアロゾル生成要素を含む追加
のエアロゾル生成装置を実装する図１のカートリッジ本体の概略図である。
【図４】本開示の別の態様による、１つまたは複数のエアロゾル生成要素を含むカートリ
ッジとして構成される図３の追加のエアロゾル生成装置の概略図である。
【図５】本開示の例示的な態様による代替の炭素系カートリッジ本体の分解概略図である
。
【図６Ａ】本開示の例示的な態様による図５の炭素系カートリッジ本体の組立概略図であ
る。
【図６Ｂ】本開示の一態様による、１つまたは複数のエアロゾル生成要素を含む、追加の
エアロゾル生成装置を実装する炭素系カートリッジ本体の組立概略図である。
【図７】本開示の例示的な態様による第１のエアロゾル生成装置と同じ外部本体内に収容
された第２のエアロゾル生成装置の横断面図である。
【図８】本開示の例示的な態様による第１のエアロゾル生成装置を収容する外部本体に着
脱可能に取り付けられる第２のエアロゾル生成装置の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　ここで本開示が、例示的な実施形態を参照して、以下により十分に説明される。この開
示が完全になるようにこれらの例示的な実施形態が十分に説明されることにより、当業者
に本開示の範囲を十分に伝えるであろう。実際に、本開示は、多くの異なる形態で具現化
され得、本明細書に記載される実施形態に限定されるものと解釈されるべきではなく、む
しろ、これらの実施形態は、本開示が適用可能な法的要件を満たすように提供される。本
明細書および添付の特許請求の範囲で使用されるとき、単数形の「ａ］、「ａｎ」および
「ｔｈｅ」は、文脈から明らかにそうでないことが示されていない限り、複数形を含むも
のとする。
【００４７】
　以下に説明するように、本開示の態様は、エアロゾル送達システムに関する。本開示に
よるエアロゾル送達システムは、電気的エネルギーを使用して、吸入可能な物質を形成す
るための材料（それほど高くない程度に材料を燃焼するのが好ましい）を加熱し、そのよ
うなシステムの構成要素は、手持ち式と考えられるそのようなシステムにとって最も好ま
しいほど十分に小型の形状をした物品である。すなわち、好ましいエアロゾル送達システ
ムの成分を使用することにより、エアロゾルがタバコの燃焼または熱分解の副産物に主に
由来するという意味で煙の生成をもたらさず、これらの好ましいシステムは、中に組み込
まれた所定の成分の揮発または気化に由来する蒸気の生成（煙状と説明されると考えられ
る可視／不可視エアロゾルであると考えられ得るエアロゾル内の蒸気を含む）をもたらす
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。好ましい態様では、エアロゾル送達システムの成分が電子タバコとして特徴づけられて
もよく、これらの電子タバコは、最も好ましくは、タバコおよび／またはタバコから得ら
れる成分を組み込み、したがって、エアロゾル形態の成分由来のタバコを送達する。
【００４８】
　所定の好ましいエアロゾル送達システムのエアロゾル生成片が、その任意の成分を実質
的にいずれの程度も燃焼することなく、タバコに点火し、かつタバコを燃焼すること（し
たがって、タバコの煙を吸うこと）により提供される、タバコ、シガー、またはパイプを
吸うことの感覚（例えば、可視エアロゾルなどにより提供されるものなどの、吸引および
呼気の儀式、風味または味のタイプ、感覚的影響、身体的感覚、使用儀式、視覚的刺激）
の多くを提供してもよい。例えば、本開示のエアロゾル生成片の使用者は、喫煙者が伝統
的な喫煙物品を用いるようにその１片を保持し、かつ使用することができ、その１片によ
り生成されるエアロゾルを吸引するためにその１片の一端を吸引し、選ばれた時間間隔で
一服することができる。
【００４９】
　また、本開示のエアロゾル送達システムは、適切な蒸気生成物品、エアロゾル生成物品
または薬物送達物品として特徴づけられてもよい。したがって、そのような物品、システ
ムまたは装置が、吸引可能な形態または状態で１つまたは複数の物質（例えば、香味、医
薬活性成分、ペプチド、たんぱく質断片および／またはたんぱく膜）を提供するようにな
されてもよい。例えば、吸引可能物質が、実質的に蒸気の形態（すなわち、その臨界点よ
り低い温度で気相である物質）であってもよい。あるいは、吸引可能物質が、エアロゾル
形態（すなわち、個体微粒子の懸濁液または気体中の液滴）であってもよい。簡略化のた
めに、本明細書で使用する場合、用語「エアロゾル」は、目に見えても見えなくても、「
煙状」と考えられる形態であってもそうでなくても、人が吸引するのに適した、蒸気、ガ
ス、エアロゾルおよび／または粒状体形態または粒状体型を含むことを指す。
【００５０】
　本開示のエアロゾル送達システムは、電源（すなわち、電力源）、少なくとも一制御構
成部品（例えば、電力放出装置からエアロゾル生成装置の他の構成部品までの電流の流れ
を成業することによるなど、熱生成のため供給された動力を作動し、制御し、調整し、か
つ／または終了するための手段）、加熱部品または熱生成部品（例えば、一般的に「噴霧
器」を提供すると呼ばれる電気抵抗発熱体および関連部品）、エアロゾル前駆体組成物（
例えば、一般的に「スモークジュース」（smoke　juice）、「ｅリキッド」（ｅ－ｌｉｑ
ｕｉｄ）、「ｅジュース」（ｅ－ｊｕｉｃｅ）と呼ばれる成分など、十分な熱の付与でエ
アロゾルを生成することが可能な、一般的に液体である成分）、およびエアロゾル吸引用
のエアロゾル送達システム上で吸引を可能にするための口端領域、口係合端または口係合
先（例えば、生成されたエアロゾルが吸引によりそこから吸い込まれることが可能なエア
ロゾル生成装置を通る規定の空気流路）のいくつかの組合わせを備えるのが最も好ましい
。
【００５１】
　本開示のエアロゾル送達システム中の構成要素のより具体的な形式、構成および配置が
以下で提供される。さらに、様々なエアロゾル送達システム構成要素の選択および配置が
、本開示の背景技術で参照された代表的製品などの、市販の電子エアロゾル送達デバイス
を考慮すれば理解することができる。
【００５２】
　一部の態様では、本開示のエアロゾル送達デバイスの使用では、伝統的な型の喫煙物品
を使用する個人が採る多くの動作を受けてもよい。例えば、本開示のエアロゾル送達デバ
イスの使用者は、伝統的な喫煙物品のようにその物品を保持することができ、その物品に
より生成されるエアロゾルを吸引するためにその物品の一端を吸引し、選ばれた時間間隔
でまたは選ばれた時間の間、一服することができる。
【００５３】
　そのようなエアロゾル送達システムの一例を図１に示す。具体的には、図１は、カート
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リッジ本体２００および制御体３００（あるいは、本明細書ではそれぞれ「カートリッジ
本体部」および「制御体部」と呼ばれる）を含むエアロゾル送達システム１００の部分分
解図を示す。カートリッジ本体２００および制御体３００は、作動関係に、永久にまたは
着脱可能に整列し、または着脱可能に係合してもよい。様々な機構が、カートリッジ本体
２００を制御体３００に連結するために使用されて、螺合、圧入係合、縛り嵌め、磁気係
合などをもたらしてもよい。カートリッジ本体２００と制御体３００が組立構成状態であ
る場合、エアロゾル送達システム１００が、一部の実施形態では、実質的に棒状、実質的
に管状形、または円筒形であってもよい。本明細書で使用される場合、「管状」は、中空
の、細長い本体を指すが、特定の断面形または特定の本体の外部輪郭に限定するものでは
ない。また、同業者は、場合によっては、本明細書に詳細に説明されてはいないが、エア
ロゾル送達システム１００を形成するカートリッジ本体２００および制御体３００が、単
片、非可脱式形状で構成され、本開示と関連し、本開示で開示された構成要素、態様およ
び特徴を組みいれてもよいことを理解するであろう。
【００５４】
　一部の例では、カートリッジ本体２００および制御体３００のいずれかまたは両方が、
使い捨て（すなわち、前に開示された単片、非可脱式）または再使用可能と呼ばれてもよ
い。例えば、再使用可能な制御体３００が、取り換え可能な電池または充電式電池を用い
てもよく、したがって、典型的な交流コンセントへの接続、車両の充電器（すなわち、シ
ガーソケット）への接続およびユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）を介するなどのコン
ピュータへの接続を含む、いずれのタイプの充電技術と組み合わされてもよい。一般に、
本明細書で開示される型のエアロゾル送達システムは、電池または他の電力源を組み込ん
で、様々な機能を、ヒータまたは発熱体の動力、制御システムの動力、表示器の動力など
の物品に提供するための十分な電流を提供する。電力源は、様々な実施形態を採るができ
る。電力源が、発熱体を急速に加熱するのに十分な電力を送達し、所望の期間の使用の間
、エアロゾル形成用に提供し、物品を作動するのが好ましい。電力源は、エアロゾル送達
デバイス／システムが簡単に操作できるようエアロゾル送達デバイス／システム中に都合
よく嵌合するよう寸法設定されるのが好ましく、さらに、好ましい電力源は、望ましい喫
煙体験を損なわないほど十分軽いのがよい。さらに、場合によっては、カートリッジ本体
２００が、例えば、参照により本明細書にその全体を援用する、Ｃｈａｎｇなどの米国特
許出願公開第２０１４／００６０５５５に開示の単回使用のカートリッジ（すなわち、使
い捨て）を含んでもよい。
【００５５】
　図２は、他の実施例によるエアロゾル送達システム１００の制御体３００の分解図を示
す。図示のように、制御体３００は、カプラ３０２、外部本体３０４、封止部材３０６、
接着部材３０８（例えば、ＫＡＰＴＯＮ(登録商標）テープ）、フローセンサ３１０（例
えば、パフセンサまたは圧力スイッチ）、制御構成部品３１２、スペーサ３１４、電力源
３１６（例えば、電池で充電可能なもの）、表示器を備えた回路基板３１８（例えば、発
光ダイオード（ＬＥＤ)）、コネクタ回路３２０およびエンドキャップ３２２を備える。
電力源の例は、参照により本明細書にその全体が援用されるＰｅｃｈｅｒａｒなどによる
開示の米国特許出願公開第２０１０／００２８７６６に説明される。
【００５６】
　フローセンサ３１０に関して、エアロゾル送達デバイス／システム用の様々なマイクロ
コントローラ、センサおよびスイッチを含む代表的な電流調整部品および他の電流制御部
品は、参照により本明細書に組み込まれる、例えば、Gerthなどの米国特許第４，７３５
，２１７、Ｂｒｏｏｋｓなどの４，９４７，８７４、ＭｃＣａｆｆｅｒｔｙなどの第５，
３７２，１４８、Ｆｌｅｉｓｃｈｈａｕｅｒなどの第６，０４０，５６０、Ｎｇｕｙｅｎ
などの第７，０４０，３１４およびＰａｎの第８，２０５，６２２、Ｆｅｒｎａｎｄｏな
どの米国特許公開第２００９／０２３０１１７、Colleｔtなどの第２０１４／００６０５
５４、Ampoliniなどの第２０１４／０２７０７２７およびＨｅｎｒｙなどの２０１４年３
月１３日出願の米国特許出願番号第１４／２０９，１９１に説明されている。
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【００５７】
　一部の例では、表示器３１８は、１つまたは複数の発光ダイオードを含んでもよい。表
示器３１８は、コネクタ回路３２０を介して制御構成部品３１２と通信し、例えば、フロ
ーセンサ３１０により検知されるように、カプラ３０２と結合するカートリッジ本体２０
０をユーザが吸引する間、点灯してもよい。エンドキャップ３２２は、表示器３１８によ
り提供される照明を可視化するようなされてもよい。したがって、表示器３１８は、エア
ロゾル送達システム１００の使用中に点灯し、喫煙物品の火のついた先を模倣してもよい
。しかし、他の例では、表示器３１８は、様々な数字で提供することができ、異なる形状
を採ることができ、外部本体の開口であってもよい（そのような表示器がある場合に音を
発するためなど）。視覚的刺激を生む構成部品または発光ダイオード（ＬＥＤ）部品など
の表示器の更なる代表的な型、構成およびその使用が、参照により本明細書に組み込まれ
る、Ｓｐｒｉｎｋｅｌなどの米国特許番号第５，１５４，１９２、Ｎｅｗｔｏｎの第８，
４９９，７６６およびＳｃａｔｔｅｒｄａｙの第８，５３９，９５９ならびにＳｅａｒｓ
などの２０１４年２月５日出願の米国特許出願番号大１４／１７３，２６６に説明されて
いる。
【００５８】
　さらに、本開示のエアロゾル送達デバイスおよびシステムに組み込むことができる、特
徴、制御および構成要素が、Ｈａｒｒｉｓなどの米国特許番号第５，９６７，１４８、Ｗ
ａｔｋｉｎｓなどの第５，９３４，２８９、Ｃｏｕｎｔｓなどの米国特許番号第５，９５
４，９７９、Ｆｌｅｉｓｃｈｈａｕｅｒなどの第６，０４０，５６０、Ｒｏｂｉｎｓｏｎ
などの第７，７２６，３２０、Honの第８，３６５，７４２、Ｆｅｒｎａｎｄｏなどの８
，６８９，８０４、Tucｋｅｒなどの米国特許出願公開番号第２０１３／０１９２６２３
、Ｌｅｖｅｎなどの第２０１３／０２９８９０５、Ｋｉｍなどの２０１３／０１８０５５
３、Ｓｅｂａｓｔｉａｎなどの第２０１４／００００６３８、Ｎｏｖａｋ　ＩＩＩなどの
米国特許出願公開第２０１４／０１６１４９５およびＤｅＰｉａｎｏの２０１４／０２６
１４０８に説明されている。
【００５９】
　図１に戻ると、カートリッジ本体２００が、分解構成で図示される。図示のように、本
開示の例示的な実施形態によれば、カートリッジ本体２００は、基礎シッピングプラグ２
０２、基礎２０４、制御構成部品端子２１６、電子制御構成部品２０８、フローチューブ
２１０、噴霧器２１２、リザーバ基板２１４、外部本体２１６、ラベル２１８、マウスピ
ース２２０およびマウスピースシッピングプラグ２２２を含んでもよい。基礎２０４は、
外部本体２１６の第１の端部と結合し、かつマウスピース２２０は、外部本体２１６の対
向する第２の端部と結合し、その中にカートリッジ本体２００の残る構成要素を収容する
ことができる。基礎２０４は、制御体３００のカプラ３０２と着脱可能に係合するよう構
成されてもよい。一部の例では、参照により本明細書にその全体が援用される、Ｎｏｖａ
ｋ　ＩＩＩなどの米国特許出願公開第２０１４／０２６１４９５に開示されるように、基
礎２０４が、カートリッジ本体と制御体の間の相対的回転を実質的に防止する回転防止機
能を備えてもよい。電子タバコの上流および下流の構成要素のための様々な代表的な結合
機構は、特許文献に記述されてきており、市販の電子タバコの生産に採用されてきた。例
えば、電子タバコの代表的な型の結合機構は、参照により本明細書に組み込まれる、Ｎｏ
ｖａｋ　ＩＩＩなどの米国特許出願公開第２０１４／０２６１４９５およびＢｌｅｓｓな
どによる２０１４年２月３日出願の米国特許出願番号第１４／１７０，８３８に説明され
ている。
【００６０】
　基礎シッピングプラグ２０２は、カートリッジ本体２００の使用前に基礎２０４に係合
し、基礎２０４を保護するよう構成されてもよい。同様に、マウスピースシッピングプラ
グ２２２は、カートリッジ本体２００の使用前にマウスピース２２０に係合し、マウスピ
ース２２０を保護するよう構成されてもよい。制御構成部品端子２０６、電子制御構成部
品２０８、フローチューブ２１２およびリザーバ基板２１４（エアロゾル前駆体組成物ま



(14) JP 6710802 B2 2020.6.17

10

20

30

40

50

たはエアロゾル前駆体物質と係合する）が、外部本体２１６中に保持されてもよい。ラベ
ル２１８は、少なくとも部分的に外部本体２１６を囲繞し、そこに製品識別名などの情報
を含んでもよい。
【００６１】
　エアロゾル送達デバイスおよびシステムの制御体およびカートリッジ本体のいずれかま
たは両方の中の構成部品の配列が変更してもよい。具体的な態様では、エアロゾル前駆体
組成物は、全体の物品（例えば、所定の状況で、交換可能であり廃棄可能であり得るカー
トリッジ本体中で）の一方の端近くに配置されてもよく、ユーザへのエアロゾルの送達を
最大化するようにユーザの口に比較的近接して配置されるよう構成されてもよい。しかし
、他の構成は、除外されていない。一般に、発熱体は、発熱体からの熱がエアロゾル前駆
体（および／またはユーザに送達するために同じように提供され得る１つまたは複数の風
味剤、薬物など）を揮発できるようにエアロゾル前駆体組成物の十分近くに配置され、ユ
ーザへ送達するエアロゾルを形成することができる。発熱体がエアロゾル前駆体組成物を
加熱すると、消費者が吸引するために好適な物理的形態で、エアロゾルが形成され、発散
され、生成される。発散する、発散している、発散する（三人称）または発散されたを指
す前述の用語が、形成しているまたは生成している、形成するまたは生成する、および形
成されたまたは生成されたを含んで、交換可能であることを意味することに留意されたい
。具体的には、吸引可能物質は、蒸気、エアロゾルまたはその混合の形態で発散される。
さらに、様々なエアロゾル送達デバイス構成要素の選択が、本開示中、上記に記載の代表
的製品などの、市販の電子エアロゾル送達デバイスを考慮により理解することができる。
【００６２】
　噴霧器（すなわち、アエロゾル生成装置）２１２は、第１の加熱端子２３４ａおよび第
２の加熱端子２３４ｂ、液体輸送要素２３８および発熱体２４０を含んでもよい。この点
で、リザーバおよび／またはリザーバ基板２１４は、エアロゾル前駆体組成物を保持する
よう構成されてもよい。蒸気前駆体組成物とも呼ばれる、エアロゾル前駆体組成物が、異
なる態様で、様々な構成要素を含んでもよい。例として、そのような構成要素は、多価ア
ルコール（例えば、グリセリン、プロピレングリコールまたはその混合）、ニコチン、タ
バコ、タバコ抽出物、水、風味剤およびその組み合わせのいずれかを含んでもよい。
【００６３】
　エアロゾル前駆体または上記前駆体組成物は、変化し得る。エアロゾル前駆体組成物が
、様々な成分または構成要素の組合わせまたは混合からなるのが、最も好ましい。特定の
エアロゾル前駆体成分の選択、および使用されるこれら成分の相対的量は、エアロゾル生
成装置により生成される主流エアロゾルの全体的化学組成を制御するために変更されても
よい。エアロゾル前駆体組成物にとって具体的に重要なことは、本質上、一般に液体とし
て特徴づけられ得ることである。例えば、一般的に代表的なエアロゾル前駆体組成物は、
溶液、粘性ジェル、混和性構成要素の混合物または浮遊もしくは分散構成要素を組み込ん
だ液体の形態であってもよい。典型的なエアロゾル前駆体組成物は、本開示の特徴である
エアロゾル生成装置の使用中に置かれる状況下で熱にさらすと蒸発可能であり、したがっ
て、吸引可能な蒸気およびエアロゾルを生成することが可能である。
【００６４】
　電子タバコとして特徴づけられるエアロゾル送達システムでは、エアロゾル前駆体組成
物がタバコまたはタバコ由来の成分を組み込むのが最も好ましい。一方では、タバコが、
細かく細粉され、粉砕され、または粉状になったタバコ薄片などのタバコの一部または片
として提供されてもよい。他方では、タバコが、タバコの水溶性成分の多くを組み込んだ
噴霧乾燥抽出などの抽出形態で提供されてもよい。あるいは、タバコ抽出物が、比較的高
いニコチン含有抽出物の形態であってもよく、そのタバコ抽出物は、またタバコ由来の他
の抽出成分のより少ない量を組み込む。他方では、タバコ由来の成分が、タバコ由来の所
定の香料などの比較的純粋な形態で提供されてもよい。一方では、タバコ由来の成分で、
高度に生成され、または本質的に純粋な形態で採用されたものがニコチンである（例えば
、製薬等級ニコチン）。
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【００６５】
　前述の通り、高度に精製したタバコ由来のニコチン（例えば、純度９８％超または９９
％超の製薬等級ニコチン）またはその誘導体が、本発明で使用されてもよい。代表的なニ
コチン含有抽出物が、参照により本明細書に組み込まれる、Ｂｒｉｎｋｌｅｙなどによる
米国特許番号第５，１５９，９４２に記述の技術を使用して提供されてもよい。いくつか
の実施形態では、本発明の製品が、タバコ由来であろうと合成であろうと、いずれのソー
スからのいずれの形態のニコチンを含んでもよい。本発明の製品で使用されるニコチン化
合物が、遊離塩基形、塩形、複合体、または溶媒和化合物のニコチンを含んでもよい。例
えば、参照により本明細書に組み込まれる、Ｈａｎｓｓｏｎの米国特許公開第２００４／
０１９１３２２の遊離塩基形のニコチンの論述を参照されたい。少なくともニコチン化合
物の一部が、ニコチンポラクリレックスなどのイオン交換樹脂にニコチンが結合するニコ
チンの樹脂複合体の形態で採用されてもよい。例えば、参照により本明細書に組み込まれ
る、Ｌｉｃｈｔｎｅｃｋｅｒｔなどの米国特許第３，９０１，２４８を参照されたい。ニ
コチンの少なくとも一部が、塩形態で採用されてもよい。ニコチンの塩が、Ｃｏｘなどの
米国特許第２，０３３，９０９およびＰｅｒｆｅｔｔｉ，Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋ
ｆｏｒｓｃｈｕｎｇ　Ｉｎｔ．，１２　４３―５４（１９８３）に記述の成分の型および
技術を使用して提供されてもよい。さらに、ニコチンの塩は、Ｐｆａｌｔｚ　ａｎｄ　Ｂ
ａｕｅｒ，Ｉｎｃ．ａｎｄ　Ｋ＆Ｋ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｏ
ｆ　ＩＣＮ　Ｂｉｏｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．などのソースから入手されてきた。例
示的な薬剤的に許容されるニコチンの塩は、酒石酸塩（例えば、ニコチン酒石酸塩および
ニコチン酒石酸水素塩）、塩化化合物（例えば、ニコチン塩酸塩およびニコチン二塩化水
素化物）、硫酸、過塩素酸、アスコルビン塩酸、フマル酸塩、クエン酸塩、リンゴ酸塩、
乳酸塩、アスパラギン酸塩、サリチル酸塩、トシラート、コハク酸塩、ピルビン酸塩など
のニコチン塩水和物（例えば、ニコチン塩化亜鉛－水和物）などのニコチンの塩を含む。
いくつかの実施形態では、ニコチン成分の少なくとも一部が、参照により本明細書に組み
込まれる、Ｂｒｉｎｋｌｅｙなどの米国特許公開第２０１１/０２６８８０９で論述され
る、レブリン酸を含むがそれに限定されない、有機酸部分を備える塩形態である。
【００６６】
　また、エアロゾル前駆体組成物が、いわゆる、「エアロゾル形成材料」を組み込んでも
よい。一部の例では、本開示に特有のエアロゾル生成装置の通常使用の間に置かれる状況
下で熱にさらすと蒸発するとき、そのような材料が、可視（または不可視）エアロゾルを
生成する機能を有する。そのようなエアロゾル形成材料は、様々なポリオールまたは多価
アルコール（例えば、グリセリン、プロピレングリコールおよびその混合）を含む。また
、本開示の態様は、水、生理的食塩水、水蒸気または水性液体として特徴づけられるエア
ロゾル前駆体成分を組み込む。いくつかのエアロゾル生成装置の通常使用の状態の間、こ
れらのエアロゾル生成装置内に組み込まれた水は、生成されたエアロゾルの成分を生成す
るために蒸発してもよい。したがって、本開示の目的のために、エアロゾル前駆体組成物
中に存在する水が、エアロゾル形成材料と考えられてもよい。
【００６７】
　本開示のエアロゾル送達システムにより生成される吸引主流エアロゾルの官能特性また
は性質を変更する幅広い種類の任意の香料または材料を採用することは可能である。例え
ば、そのような任意の香料が、エアロゾル前駆体組成物中またはエアロゾル前駆体物質中
で使用されて、エアロゾルの風味、芳香、官能的性質を変更してもよい。いくつかの香料
は、タバコ以外のソースから提供されてもよい。例示的な香料は、本質的に自然でも人工
であってもよく、濃縮物または風味パッケージとして採用されてもよい。
【００６８】
　例示的な香料は、バニリン、エチルバニリン、クリーム、茶、コーヒー、果物（例えば
、リンゴ、サクランボ、イチゴ、桃ならびにライムおよびレモンを含む柑橘類の香味）、
メープル、メンソール、ミント、ペッパーミント、スペアミント、ウィンターグリーン、
ナツメグ、クローブ、ラベンダー、カルダモン、ジンジャー、蜂蜜、アニス、セージ、シ
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ナモン、白檀、ジャスミン、カスカリラ、ココア、カンゾウおよびタバコ、シガーおよび
パイプのフレーバリングに伝統的に使用される型および特性のフレーバリングおよび香味
パッケージを含む。また、高果糖コーンシロップなどのシロップが採用されてもよい。所
定の香料が、最終エアロゾル前駆体混合物の形成の前にエアロゾル形成材料中に組み込ま
れてもよい（例えば、所定の水溶性香料が、水の中に組み込まれてもよく、メンソールが
プロピレングリコールの中に組み込まれてもよく、所定の複合香味パッケージがプロピレ
ングリコール中に組み込まれてもよい。）しかし、本開示の一部の態様では、エアロゾル
前駆体組成物は、いずれの風味剤、香味特性または添加物も含まない。
【００６９】
　また、エアロゾル前駆体組成物は、酸性または基本特性（例えば、有機酸、アンモニウ
ム塩または有機アミン類）を表す成分を含んでもよい。例えば、所定の有機酸（例えば、
レブリン酸、コハク酸、乳酸およびピルビン酸）が、好ましくはニコチンを備えた等モル
（総有機酸含有に基づいて）となる量まで、ニコチンを組み込むエアロゾル前駆体形成に
含まれてもよい。例えば、存在する有機酸の総量が、エアロゾル前駆体組成物に存在する
ニコチンの総量と等モルの濃度になるまで、エアロゾル前駆体が、ニコチン１モル当たり
約０．１～０．５モルのレブリン酸、ニコチン１モル当たり約０．１～０．５モルのコハ
ク酸、ニコチン１モル当たり約０．１～０．５モルの乳酸、ニコチン１モル当たり約０．
１～０．５モルのピルビン酸またはその様々な順列および組合わせを含んでもよい。しか
し、本開示の一部の態様では、エアロゾル前駆体組成物は、いずれの風味剤、香味特性ま
たは添加物も含まない。
【００７０】
　一非限定的な例として、代表的なエアロゾル前駆体組成物またはエアロゾル前駆体物質
が、グリセリン、プロピレングリコール、水、生理的食塩水、ニコチン、ならびにこれら
の成分のいずれかまたはすべての組合わせあるいは混合物を含んでもよい。例えば、一例
では、代表的なエアロゾル前駆体組成物が、約７０％～１００％のグリセリンと、約８０
％～９０％のグリセリンと、約５％～２５％の水、多くの場合、約１０％～２０％の水と
、約０．１％～５％のニコチン、多くの場合、約２％～３％のニコチンを含んでもよい（
重量基準で）。一つの具体的な非限定的な例として、代表的なエアロゾル前駆体組成物が
、８４％のグリセリン、１４％の水および２％のニコチンを含んでもよい。また、代表的
なエアロゾル前駆体組成物が、重量基準で量を変更する、プロピレングリコール、任意の
香料または他の添加物を含んでもよい。一部の例では、エアロゾル前駆体組成物が、必要
または所望に応じて、グリセリン、水および生理的食塩水のいずれかを約１００重量％ま
で含んでもよい。
【００７１】
　また、エアロゾル前駆体成分およびエアロゾル前駆体形成の代表的な型は、その開示が
参照により本明細書に援用される、Ｒｏｂｉｎｓｏｎなどの米国特許第７，２１７，３２
０、およびＺｈｅｎｇなどの米国特許公開第２０１３／０００８４５７、Ｃｈｏｎｇなど
の第２０１３／０２１３４１７、Ｃｏｌｌｅｔｔなどの第２０１４／００６０５５４に記
述され、特徴づけられている。採用されてもよい他のエアロゾル前駆体は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅ
ｙｎｏｌｄｓ　Ｖａｐｏｒ　ＣｏｍｐａｎｙのＶＵＳＥ（登録商標）製品、Ｌｏｒｉｌｌ
ａｒｄＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓのＢＬＵＴＭ製品、Ｍｉｓｔｉｃ　Ｅｃｉｇｓのｔｈｅ
　ＭＩＳＴＩＣ　ＭＥＮＴＨＯＬ製品およびＣＮ　Ｃｒｅａｔｉｖｅ　Ｌｔｄ．のＶＹＰ
Ｅ製品に組み入れられたエアロゾル前駆体を含む。また、望ましいのは、Ｊｏｈｎｓｏｎ
　Ｃｒｅｅｋ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ　ＬＬＣから用意されている電子タバコ用のいわゆ
る、「スモークジュース」（ｓｍｏｋｅ　ｊｕｉｃｅｓ）である。
【００７２】
　エアロゾル送達システムに組み入れられるエアロゾル前駆体の量は、エアロゾル生成装
置が条件を満たした感覚および所望の性能特性を提供するほどである。例えば、エアロゾ
ル形成材料（例えば、グリセリンおよび／またはプロピレングリコール）の十分な量が、
多くの点でタバコの煙の様子に似ている主流エアロゾル（可視または非可視）の生成のた
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めに提供されるために採用されるのか非常に好ましい。エアロゾル生成装置中のエアロゾ
ル前駆体組成物の量が、エアロゾル生成装置毎に所望の服飲の回数などの要因によるもの
あってもよい。典型的には、エアロゾル送達システムに組み入れられるエアロゾル前駆体
組成物の量および具体的にはエアロゾル生成装置に組み入れられるエアロゾル前駆体組成
物の量は、約２ｇ未満であり、一般的には約１．５ｇ未満、多くの場合は約１ｇ未満で、
頻繁に０．５ｇ未満である。
【００７３】
　リザーバ基板２１４が、カートリッジ本体２００の外部本体２１６の内側を囲む筒状に
形成された複数層の不織繊維製品を備えてもよい。したがって、例えば、液体成分が、リ
ザーバ基板２１４により収着的に保持されることができる。リザーバ基板２１４は、液体
輸送要素２３８と流体接続している。液体輸送要素２３８が、リザーバ基板２１４から毛
細管作用を介して発熱体２４０へ液体（すなわち、エアロゾル前駆体組成物）を輸送する
よう構成されてもよい。エアロゾル前駆体組成物を支持するための基板、リザーバまたは
他の構成要素の代表的な型は、参照により本明細書に組み込まれる、Ｎｅｗｔｏｎの米国
特許第８，５２８，５６９、Ｃｈａｐｍａｎなどの米国特許出願公開第２０１４／０２６
１４８７およびＤａｖｉｓなどの第２０１５／００５９７８９、ならびにＢｌｅｓｓなど
の２０１４年２月３日出願の米国出願番号第１４／１７０，８３８に記載されている。さ
らに、様々なウィッキング材料および電子タバコの所定のタイプ中のウィッキング材料の
構成および動作は、参照により本明細書に組み込まれる、Ｓｅａｒｓなどの米国特許出願
公開第２０１４／０２０９１０５に記述されている。
【００７４】
　図示のように、液体輸送要素２３８が、発熱体２４０と直接接触してもよい。さらに図
１に示すように、発熱体２４０が液体輸送要素２３８の周囲に巻かれた複数のコイルを規
定するワイヤを含んでもよい。一部の例では、発熱体２４０が、参照により本明細書にそ
の全体が援用される、Ｗａｒｄなどの米国特許出願公開第２０１４／０１５７５８３に記
載の液体輸送要素２３８の周囲にワイヤを巻くことにより形成されてもよい。さらに、一
部の例では、ワイヤが本明細書にその全体が援用される、ＤｅＰｉａｎｏなどの米国特許
出願公開第２０１４／０２７０７３０に記載の可変コイル間隔を規定してもよい。電流が
印加されたとき、熱を生成するよう構成される様々な材料が、発熱体２４０を形成するた
めに採用されてもよい。ワイヤコイルを形成することができる材料の例としては、カンタ
ル（ＦｅＣｒＡｌ）、ニクロム、二珪化モリブデン（ＭｏＳｉ２）、珪化モリブデン（Ｍ
ｐｏＳｉ２）、アルミニウムを添加した二珪化モリブデン（Ｍｏ（Ｓｉ，Ａｌ）２）、黒
鉛および黒鉛系材料ならびにセラミック（例えば、正温度計数セラミックまたは負温度係
数セラミック）が挙げられる。
【００７５】
　しかし、様々な他の方法が、発熱体２４０を形成するために採用されてもよく、発熱体
の他の様々な態様が噴霧器２１２に採用されてもよい。例えば、打ち抜かれた発熱体が、
参照により本明細書にその全体が援用される、ＤｅＰｉａｎｏなどの米国特許出願公開第
２０１４／０２７０７２９に記載のように、噴霧器に採用されてもよい。上記に続いて、
噴霧器に使用されるさらに代表的な発熱体および発熱材料が、Ｃｏｕｎｔｓなどの米国特
許第５，０６０，６７１、Ｄｅｅｖｉなどの米国特許第５，０９３，８９４、Ｄｅｅｖｉ
などの米国特許第５，２２４，４９８、Ｓｐｒｉｎｋｅｌ　Ｊｒ．などの米国特許第５，
２２８，４６０、Ｄｅｅｖｉなどの米国特許第５，３２２，０７５、Ｄｅｅｖｉなどの米
国特許第５，３５３，８１３、Ｄａｓの米国特許第５，４９８，８５０、Ｄａｓの米国特
許第５，６５９，６５６、Ｄｅｅｖｉなどの米国特許第５，４９８，８５５、Ｈａｊａｌ
ｉｇｏｌの米国特許第５，５３０，２２５、Ｈａｊａｌｉｇｏｌの米国特許第５，６６５
，２６２、Ｄａｓなどの米国特許第５，５７３，３６８およびＦｌｅｉｓｃｈｈａｕｅｒ
などの米国特許第５，５９１，３６８に記載されており、それらの開示は参照により本明
細書にその全体が援用される。さらに、化学的加熱が他の態様では採用されてもよい。ま
た、様々な加熱器の構成要素が、本エアロゾル送達デバイス／システムの特定の態様で使
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用されてもよい。様々な例で、１つまたは複数のマイクロヒータまたは類似のソリッドス
テート発熱体が使用されてもよい。利用され得る例示的なマイクロヒータは、さらに本明
細書で説明される。さらに、マイクロヒータおよび本開示のエアロゾル送達デバイス／シ
ステムでの使用に好適なマイクロヒータを組み込む噴霧器が、参照により本明細書にその
全体が援用される、Ｃｏｌｌｅｔｔなどの米国特許出願公開第２０１４／００６０５５４
に記載されている。
【００７６】
　カートリッジ本体２００が制御体３００に結合されると、発熱体２４０の対抗する端部
の第１の加熱端子２３４ａおよび第２の加熱端子２３４ｂ（例えば、正および負の端子）
は、制御体３００と電気的接続（着脱可能接続）を形成するよう構成される。さらに、制
御体３００がカートリッジ本体２００と結合すると、電子制御構成部品２０８が制御構成
部品端子２０６を介して制御体３００と電気的接続を形成してもよい。したがって、制御
体３００が電子制御構成部品２０８を採用して、カートリッジ本体２００が本物かどうか
および／または他の機能を実行するかどうかを判断してもよい。さらに、電子制御構成部
品およびそれによって実行される機能の様々な実施例が、参照により本明細書にその全体
が援用される、Ｓｅａｒｓなどの米国特許出願公開第２０１４／００９６７８１に記載さ
れている。
【００７７】
　使用中、ユーザがエアロゾル送達システム１００のカートリッジ本体２００のマウスピ
ースまたは口係合端２２０を吸引してもよい。これにより、制御体３００および／または
カートリッジ本体２００の開口を介して空気が吸引されてもよい。例えば、一例では、参
照により本明細書にその全体が援用される、ＤｅＰｉａｎｏなどの米国特許出願公開第２
０１４／０２６１４０８に記載の通り、開口が、カプラ３０２および制御体３００の外部
本体３０４の間に規定されてもよい。しかし、他の態様では、空気の流れが、エアロゾル
送達デバイス／システム１００の他の部分を介して受容されてもよい。上述のように、一
部の態様では、カートリッジ本体２００がフローチューブ２１２０を含んでもよい。フロ
ーチューブ２１０が、制御体３００から受容した空気の流れを噴霧器２１２の発熱体２４
０に誘導するよう構成されてもよい。
【００７８】
　エアロゾル送達デバイス／システム１００のセンサ（例えば、制御体３００中のパフセ
ンサまたはフローセンサ）が服飲を感知してもよい。より一般的には、エアロゾル生成が
望まれるとき（例えば、使用中の吸引に対して）、センサまたは検知器が、発熱体２４０
への電流の供給を制御するために実装されてもよい。したがって、例えば、使用中にエア
ロゾル生成が望まれない場合、発熱体２４０への電力供給を止めるための、および、吸引
中、発熱体２４０による熱の生成を作動させるまたは誘因するために電力供給を行うため
の手法または方法が提供される。エアロゾル送達デバイス／システム１００の感知または
検知機構、構造および構成のさらなる代表的な型、その構成要素およびその一般的な動作
方法は、参照により本明細書に援用される、Ｓｐｒｉｎｋｅｌ，Ｊｒ．の米国特許第５，
２６１，４２４、ＭｃＣａｆｆｅｒｔｙなどの第５，３７３，１４８およびＦｌｉｃｋの
ＰＣＴ国際公開特許第ＷＯ２０１０／００３４８０に記載されている。服飲が感知される
と、制御体３００が、第１の加熱端子２３４ａおよび第２の加熱端子２３４ｂを含む回路
を介して、電流を発熱体２４０へ誘導してもよい。したがって、発熱体２４０が、液体輸
送要素２３８によりリザーバ基板２１４からエアロゾル化領域へ誘導されたエアロゾル前
駆体組成物を蒸発してもよい。それによって、マウスピース２２０は、カートリッジ本体
２００からカートリッジ本体上の消費者の吸引場所までの、空気および同伴する蒸気の通
過を可能にしてもよい。カートリッジ本体２００に含まれ得る構成要素に関する様々な他
の詳細は、例えば、参照により本明細書にその全体が援用される、Ｎｏｖａｋ　ＩＩＩな
どの米国特許出願公開第２０１４／０２６１４９５に提供される。
【００７９】
　エアロゾル送達デバイス／システムの様々な構成要素が、同業者が記載の、および市販
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の構成要素から選択されてもよい。例えば、参照により本明細書にその全体が援用される
、Ｓｅｂａｓｔｉａｎなどの米国特許出願公開第２０１４／００００６３８に記載の電子
喫煙物品の複数のエアロゾル化可能材料の制御可能な送達のためのリザーバおよびヒータ
システムを参照する。図１に示すカートリッジ本体２００のリザーバおよびヒータシステ
ム部分が任意選択であることにさらに留意されたい。この点で、例として、カートリッジ
本体２００が、一部の例では、フローチューブ２１０、制御構成部品端子２０６および／
または電子制御構成部品２０８を必ずしも含むわけではないかもしれない。
【００８０】
　本開示の特定の一態様を、例えば、図３に示す。そのような例では、カートリッジ本体
２００が、カートリッジ本体２００の噴霧器２１２とマウスピースまたは口係合端２２０
の間の外部本体２１６に長手方向に配置された、第２のエアロゾル生成装置４００（噴霧
器２１２が「第１のエアロゾル生成装置」として考えられている）をさらに組み入れても
よい。一部の態様では、第２のエアロゾル生成装置４００は、全体的に多孔性またはそれ
を貫通して空気の通過を可能にするよう構成されている。一部の特定の例では、第２のエ
アロゾル生成装置４００が、少なくとも１つまたは複数のペレット、ビーズ、他の好適な
構成要素あるいはその組み合わせから構成されてもよい１つまたは複数のエアロゾル生成
要素４２５を含んでもよい。一部の例では、エアロゾル生成要素４２５を形成する、少な
くとも１つまたは複数のペレット、ビーズ、他の好適な構成要素あるいはその組み合わせ
が、必要に応じて、全体的に円筒状の熱伝導性部材（図示せず）により同軸上に取り囲ま
れ、かつ／または、絶縁物（例えば、不織マットあるいはガラスフィラメントまたはガラ
スファイバーの層）あるいは他の好適な材料（図示せず）により取り囲まれるか、ジャケ
ットをかぶせられてもよい。
【００８１】
　エアロゾル送達デバイス／システム１００のカートリッジ本体２００中の第２のエアロ
ゾル生成装置４００の全体的な構成が、本質的に一般的に円筒形であると考えられてもよ
い。代表的な好ましいビーズまたは他の物質が、タバコ（例えば、粒状タバコ）、タバコ
および／またはタバコ由来の物資の成分（例えば、水溶性タバコ抽出物または製薬等級ニ
コチンを含むタバコ由来のニコチンなどのタバコ抽出物）を組み入れる形成から生成され
てもよい。ビーズは、香味および可視または不可視エアロゾル形成材料（例えば、グリセ
リンまたは煙に似た可視蒸気を生成する他の材質）を組み入れるのが最も好ましい。すな
わち、ビーズの成分は、揮発性香味、蒸気を形成する材料、水蒸気または他の液体、およ
び／またはビーズが保持するエアロゾル形成材料のための基板構成要素として作用するよ
う構成されるのが好ましい。一部の態様では、エアロゾル生成要素４２５が、液体か他の
形状かに関わらず、また、以下の処理物または組合わせみ関わらず、例えば、形状および
大きさを変更するマルマライズ化タバコビーズ、結合した（例えば、焼結された）ビーズ
のモノリス、多孔性モノリス、単一多孔性構造、ハニカムモノリス、単一片多孔性材質、
抽出タバコのビーズ、タバコ抽出物を保持する多孔性材質のビーズ（例えば、炭酸カルシ
ウム、セラミックなど）、再構成タバコ断片、膨化タバコ断片、タバコ香味を保持する様
々な材質の押し出しロッド（中空円筒および溝穴付きロッド）、削りくず、顆粒、カプセ
ルおよび／またはタバコ香味または他の物質を保持する様々な在汁のマイクロカプセルを
含み、備え、またはそれらとして構成されてもよい。
【００８２】
　一般に、本明細書に使用される場合、「ペレット」および「ビーズ」という用語は、ビ
ーズ、ペレット、あるいは小さな不連続単位または、例えば、（本明細書に開示されたも
のに加えて）炭素片、ペレットにカットされた押し出し炭素片、セラミックビーズ、マル
マライズ化タバコ片など、もしくはその組合わせを含んでもよい断片を含むことを意味す
る。例えば、顆粒、ペレットまたはビーズが、形成され、カットまたは延ばされて所望の
大きさにおよび形状にされ、その後乾燥されて所望の構成を保持する、湿潤混合物または
粉砕タバコ薄片のスラリー、充填剤（例えば、粒状炭酸カルシウム）、香味、可視エアロ
ゾル形成材料および結合剤（例えば、カルボキシメチルセルロース）からなる、一般に円



(20) JP 6710802 B2 2020.6.17

10

20

30

40

50

筒状、押し出し球状または圧縮された顆粒、ペレットまたはビーズであってもよい。しか
し、そのような「ペレット」または「ビーズ」が、本明細書に開示の好ましい態様を満た
す、任意の好適な構成要素または構成要素の組合わせを含んでもよい。例えば、ビーズま
たはペレットの一部または全部が、エアロゾル生成要素に含まれて、熱にさらされたとき
、破裂または分解されることにより、グリセリン、プロピレングリコール、水、生理的食
塩水、タバコ香味および／またはニコチンもしくは他の物質あるいは添加物を放出させる
ように、熱の影響を受けやすい球状カプセルを含んでもよい。また、ビーズが、エアロゾ
ル形成体を保持または放出するためにセラミック、吸収性粘土、シリカまたは吸収性炭素
を含んでもよい。さらに、一部の態様では、ビーズ／ペレットが、例えば、熱伝導性黒鉛
、熱電導性セラミック、金属、薄片に流延されたタバコ、グリセリンおよび香味などの適
切なエアロゾル生成物質をしみ込ませた金属または他の好適な材料、または所望のビーズ
／ペレットに適切に形成された好適なキャストシート材料などの熱伝導性材料を含んでも
よい。
【００８３】
　特定の一実施例では、ビーズ／ペレット（粒子）が、約１５重量％～６０重量％の細か
く粉砕されたタバコ粒子（例えば、オリエンタルブレンド、バーレー種および黄色種のタ
バコ、本質的にすべてオリエンタルタバコ、本質的にすべてバーレー種のタバコ、または
本質的にすべて黄色種のタバコ）、約１５重量％～６０重量％の細かく粉砕された炭酸カ
ルシウムの粒子（または細かく粉砕された粘土またはセラミック粒子）、約１０重量％～
約５０重量％のグリセロール（および任意選択の少ない量の香味）、約０．２５重量％～
約１５重量％の結合剤（好ましくは、カルボキシメチルセルロース、グアーガム、カリウ
ムまたはアルギン酸アンモニウム）および約１５重量％～５０重量％の水から構成されて
もよい。他の実施例では、ビーズ／ペレット（粒子）が、約３０重量％の細かく粉砕され
たタバコ粒子（例えば、オリエンタルブレンド、バーレー種および黄色種のタバコ、本質
的にすべてオリエンタルタバコ、本質的にすべてバーレー種のタバコ、または本質的にす
べて黄色種のタバコ）、約３０重量％の細かく粉砕された炭酸カルシウムの粒子（または
細かく粉砕された粘土またはセラミック粒子）、約１５重量％のグリセロール（および任
意選択の少ない量の香味）、約１重量％の結合剤（好ましくは、カルボキシメチルセルロ
ース、グアーガム、カリウムまたはアルギン酸アンモニウム）および約２５重量％の水か
ら構成されてもよい。そのような実施例では、粒子がグリセロールを保持するために圧縮
されてもよく、圧縮により、エアロゾル生成要素の移動を容易にする多孔性マトリックス
を形成し、効率的なエアロゾルの形成を促進してもよい。エアロゾル形成材料が基盤と接
触する手法は、多様である。エアロゾル形成材料が、成形材に加えられてもよく、それら
の材料の製造中に加工材料に組み入れられてもよく、またはその材料に内在するものでも
よい。グリセリンなどのエアロゾル形成材料が、水性液体、他の好適な溶媒または液体キ
ャリア中に溶解または消散してもよく、かつ基板材料に噴霧されてもよい。例えば、参照
により本明細書に組み入れられる、Ｎｅｓｔｏｒなどの米国特許出願公開第２００５／０
０６６９８６およびＣｏｎｎｅｒなどの第２０１２／００６７３６０を参照されたい。炭
酸カルシウムまたは他の無機充填剤は、粒子中にたくさんの孔を作るのを促進し、かつ、
一部の例では、エアロゾル生成要素の焼損ならびにエアロゾル形成の促進および助長を制
限するか、防ぐことができる熱を吸収するため機能してもよい。例えば、参照により本明
細書に組み入れられる、Bａｎｅｒｊｅｅなどの米国特許第５，１０５，８３１およびＣ
ｒｏｏｋｓなどの米国特許出願公開第２００４／０１７３２２９、Ｃｏｎｎｅｒなどの第
２０１１／０２７１９７１およびＳｔｏｎｅなどの第２０１２／００４２８８５に記述さ
れるこれらのタイプの材料も参照されたい。
【００８４】
　一実施形態では、ビーズ状またはペレット状などのエアロゾル生成要素４２５が、燻製
風味または燻製芳香を付与するために燻煙処理されてもよい。例えば、ビーズまたはペレ
ットが用意され、その後、木材原料（例えば、ヒッコリー、カエデ、オーク、アプライ、
サクラまたはメスキート）などの可燃性原料からの煙にさらされてもよい。ビーズまたは
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ペレットが、所望の燻製風味または燻製芳香を付与するのに十分な時間の間燻煙処理され
てもよく、例示的な時間は５分～４５分の間である。ビーズまたはペレットが燻煙と接触
する手法は、多様であり、一例では容器に入れた木材の削りくずを、煙が出るまで（例え
ば、木材の削りくずを華氏約３５０～４００度まで加熱する）加熱することを含み、ビー
ズまたはペレットを木材の削りくずが生成した煙で閉ざされた環境で処理されるよう配置
する。
【００８５】
　第１のエアロゾル生成装置のエアロゾル前駆体組成物の成分および第２のエアロゾル生
成装置のエアロゾル前駆体組成物の成分は、有利なことには互いに補完して所望の感覚体
験を生成するように選択される。例えば、いくつかの実施形態では、エアロゾル前駆体組
成物およびエアロゾル生成要素のニコチン含有量は、エアロゾル前駆体組成物およびエア
ロゾル生成要素がニコチンまたはニコチン成分を保持できるか、あるいは、実質的に、も
しくは完全にニコチンまたはニコチン成分がないものとみなされ得るように選択される。
換言すれば、すべてのニコチン含有量は、エアロゾル生成要素中にあってもよく、すべて
のニコチン含有量はエアロゾル前駆体組成物中にあってもよく、または両方のせいぶんが
何らかの形態でニコチンを含んでもよい。
【００８６】
　一部の態様では、エアロゾル生成要素４２５が、例えば、ビーズ、ペレットキャストま
たは上述（すなわち、タバコ抽出物およびグリセリンを含む黒鉛ビーズ）の様々な型の材
料からの押し出し物を含む場合、「湿気のある」間、または乾燥する前、ビーズ／ペレッ
トそれぞれの形状を平らにするため、例えば、隣接するローラ要素の間を転がされてもよ
い。一部の例では、上述の様々な型の材料が、繊維状ストランドの形態で押し出されても
よく、第２のエアロゾル生成装置４００の用途のためにストランドが集められて、円筒形
ロッドまたは他の好適な形状の材料を形成してもよい。乾燥すると、平らにされたビーズ
／ペレットは、切断されるか、あるいは、例えばストランド、フレーク、または平らか、
回転を防止するか、回転を妨げる平坦な部分を含む他の充填剤構成を形成するために処理
されてもよい。切断処理の結果による任意のランダムな構成は、十分であってもよい。そ
のような例では、平らにされ、切断されたビーズ／ペレットが、エアロゾル生成要素４２
５に含まれてもよく、その不規則またはランダムな構成により、例えば、エアロゾル生成
要素４２５を貫通する、複数の中間空間を促進することができ、中間空間が、エアロゾル
生成要素４２５中の個々の物質との熱転送を促進することができる。すなわち、第２のエ
アロゾル生成装置４００内の中間空間の空気の加熱が、より多くのエアロゾル生成要素４
２５を、発熱体２４０からの熱にさらし、強化された、または改良されたエアロゾル生成
要素４２５の加熱をもたらす。他の例では、発熱体２４０／噴霧器２１２により生成され
た熱および第１のエアロゾル（すなわち、その組み合わせ）は、エアロゾル生成要素４２
５により形成された多孔性マトリックスを通って誘導され、その中を加熱された蒸気が通
過し、構成エアロゾル生成要素４２５を加熱すると、例えば、エアロゾル生成要素から第
１のエアロゾルへの強化物質（すなわち、風味剤または他の添加物）の溶出（すなわち、
液体、流体、または粒子の抽出、水蒸気蒸留など）が助長され、あるいは、第１のエアロ
ゾルと同伴する、第１のエアロゾルに付与される、第１のエアロゾルと反応する、または
第１のエアロゾルと相互作用する、強化物質を促進する。強化物質と第１のエアロゾルの
間の相互作用が、例えば、第１のエアロゾルを変化または変更し、強化物質を第１のエア
ロゾルと混合し、強化エアロゾルまたはエアロゾル混合物を形成し、あるいは、異なるエ
アロゾルを生成する反応を促進してもよい。そのような例では、エアロゾル生成要素４２
５内の増加した中間空間が、第２のエアロゾル生成装置４００を介してこの相互作用プロ
セスを助長してもよい。
【００８７】
　一部の態様では、ビーズ／ペレットが、薄片／ラミネート紙に流延されたタバコ材料に
起因してもよい。より具体的には、タバコ材料が、例えば、再構成タバコ、グリセリンお
よび結合剤材料を含むスラリーを含んでもよい。そのようなタバコ材料は、例えば、参照
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により本明細書に組み入れられる、Ｊａｋｏｂなどの米国特許第５，１０１，８３９およ
びＣｒｏｏｋｓなどの米国特許出願第２０１０／０１８６７５７に開示されている。加え
て、スラリーが、粒状無機材料（すなわち、炭酸カルシウム）に組み入れられてもよい。
例えば、参照により、また、本明細書に組み入れられる、Ｃｒｏｏｋｓらの米国特許第８
，６７８，０１３およびＣａｎｔｒｅｌｌなどの米国特許第７，６４７，９３２に開示さ
れるように、スラリーは、薄片ラミネート紙の紙要素に流延され、組み立てられたキャス
トシート製品は、例えば、熱を加えて（すなわち、加熱空気、高周波乾燥など）、乾燥さ
れる。紙要素が、例えば、スラリーと薄片の間の直接接触上で、スラリーとの密着および
相互作用を促進するために、例えば、特定の多孔性および生地を有してもよい。しかし、
本明細書の例示的な態様は、タバコ材料を金属薄片または他の好適な薄いフィルム熱伝導
体に流延することを妨げない。そのようなラミネートが鋳られたら、乾燥キャストシート
（すなわち、薄片／紙／タバコ材料）は、切断され、細断され、または複数おキャストシ
ート部要素に分離されてもよく、それぞれの要素は、紙要素の部分と密接に相互作用する
タバコ材料の部分（すなわち、基板）を好ましくは含み、紙要素の部分は、薄片ラミネー
ト紙の薄片要素の部分と密着する。複数のキャストシート部要素が、第２のエアロゾル生
成装置４００を形成するエアロゾル生成要素４２５に含まれてもよい。
【００８８】
　一部の環境において、同業者は、エアロゾル生成要素４２５に含まれるキャストシート
部要素が、協働して、それらキャストシート部要素の部分を形成するタバコ材料への、ま
たは隣接する要素への改良された熱転送を促進してもよい。より具体的には、一部の例で
は、発熱体２４０からエアロゾル生成要素４２５に含まれるタバコ材料への熱転送が、そ
の間のいずれの直接の境界面の先では制限される場合があり、熱伝導性通路が、エアロゾ
ル生成要素４２５およびそれと接触するいずれのエアロゾル生成要素に含まれる外部要素
を加熱する発熱体２４０から熱を伝導するための追加の機構を形成する。エアロゾル生成
要素４２５に含まれるキャストシート部要素を含む態様では、キャストシート部要素と関
連する薄片要素の熱伝導部が、例えば、複数の追加の熱伝導性通路を形成してもよい。す
なわち、エアロゾル生成要素４２５のすべてまたは一部として使用されたキャストシート
部要素が、第２のエアロゾル生成装置４００中のエアロゾル生成要素４２５内にわたって
散在する追加の熱伝導性要素を提供し、それによってエアロゾル生成要素へのおよびエア
ロゾル生成要素間の熱転送を強化または改善してもよい。そのような態様を達成するには
、例えば、Ｂａｒｎｅｓなどの米国特許第５，４６９，８７１により開示されるように、
「Ｅｃｌｉｐｓｅ」という商品名でＲ．Ｊ．ＲｅｙｎｏｌｄｓＴａｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙが市販するタイプのタバコに組み入れられた基板を形成するキャストタバコシート
基板材料に実装される基板材料を切断または加工するのがさらに有利であるかもしれない
。
【００８９】
　ペレットまたは他の要素が、滑らかな、規則的な外部形状（例えば、球状、円筒状、卵
形など）をしていてもよく、かつ／または不規則な外部形状をしていてもよい（例えば、
切断された断片、フレーク状など）。エアロゾル生成要素４２５が、第２のエアロゾル生
成装置４００内に全体的に円筒形状を、不連続に、または次々と増やしてもよく、一部の
例では、約８００～１２００個の全体的に球状のビーズを集めてもよく、それぞれ、約０
．０５ｍｍ～４ｍｍの平均径または呼び径であって（例えば、一例では、約１立方ミリメ
ートル）、ビーズ／ペレットが、累積で約４５０ｍｇ～７５０ｍｇの重さである（例えば
、一例では６００ｍｇの前後２５％）
【００９０】
　一つの準備の方法では、エアロゾル生成要素の実質的に球状のビーズまたはペレットが
、所望の成分を第１の混ぜ合わせにより形成され、その後押し出し成型物を形成するため
の成分の押し出しが行われる。その後、押し出し成型物は、スフェロナイザー（ｓｐｈｅ
ｒｏｎｉｚｅｒ）に加工されて（例えば、Ｃａｌｅｖａ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｓｏｌｕｔｉ
ｏｎｓ　ＬｔｄまたはＬＣＩ　Ｃｏｒｐｏｒａｒｉｏｎから入手可能なスフェロナイザー
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など）、上述の大きさなど、所望の範囲の大きさを提供するため、一連のスクリーンによ
って処理され得る様々な大きさの球状体を生成する。
【００９１】
　エアロゾル生成要素が、比較的均一な平均径であるように選択されてもよく、またはエ
アロゾル生成要素の大きさの範囲が、第２のエアロゾル生成装置４００に含まれてもよい
。異なる大きさの範囲が同じデバイスで使用される場合、様々な大きさの要素が第２のエ
アロゾル生成装置４００内の勾配または層に配置されてもよく、または様々な大きさの要
素がエアロゾル生成装置４００内にランダムに混合されてもよい。いずれの特定の動作理
論にも結びついていないが、同じエアロゾル生成装置４００中で異なる大きさのエアロゾ
ル生成要素を使用すると、デバイス内の圧力降下が有利に変化し、かつ/または異なる大
きさの要素により提供される異なる蒸発率に基づいて有利な官能特性が提供できる。
【００９２】
　十分なビーズが第２のエアロゾル生成装置４００に挿入され、ビーズおよび／または他
の好適な要素で、少なくとも最大充填量の約９５％を提供するのが好ましい。エアロゾル
生成要素４２５との相互作用を実質的に回避するためエアロゾル生成装置を貫通して空気
が流れることを許容するエアロゾル生成装置４００内の大きな空洞は無いのが有利である
。
【００９３】
　一部の例では、複数の形状のエアロゾル生成要素４２５が、選択されてもよく（例えば
、異なる成分を有するエアロゾル生成要素）また選択されたそれぞれの形状のエアロゾル
生成要素が、続いてエアロゾル生成装置４００に入れられてもよい。他の例では、選択さ
れた形状のエアロゾル生成要素が、第２のエアロゾル生成装置４００に入れられる前にエ
アロゾル生成要素の混合物を生成するために組み合わされてもよく、その後、混合物は第
２のエアロゾル生成装置４００に入れられてもよい。
【００９４】
　噴霧器または第１のエアロゾル生成装置２１２および第２のエアロゾル生成装置４００
が、物理的に互いに分離されて、かつ／またはカートリッジ本体２００内に不連続単位ま
たは区分を含んでもよい。一部の例では、図示のように、それらの区分が、噴霧器または
第１のエアロゾル生成装置２１２の下流端（カートリッジ本体２００のマウスピースまた
は口係合端２２０の方）が、第２のエアロゾル生成装置４００の上流端（すなわち、エア
ロゾル生成要素４２５の背面）と隣接するように位置づけられて／配置されてもよい。す
なわち、噴霧器または第１のエアロゾル生成装置２１２および第２のエアロゾル生成区分
４００が、連続した端と端の関係で、一部の例では、互いに隣り合って、軸方向に整列し
てもよい。例えば、一部の例では、物理的に不連続で噴霧器または第１のエアロゾル生成
装置２１２から下流に配置されるが、第２のエアロゾル生成装置４００のエアロゾル生成
要素４２５が、噴霧器または第１のエアロゾル生成装置２１２の下流端で発熱体２４０と
物理的に接触するのが望ましいかもしれない。あるいは、これらの区分２１２、４００の
それぞれの端部またはその構成要素２４０、４２５が、互いに物理的に接触する訳ではな
いように（すなわち、焼損を防ぐため）、互いにわずかに離間してもよい。同業者は、一
部の態様では、第２のエアロゾル生成装置４００がエアロゾル生成要素４２５の１つまた
は複数の区分または部分を含むことを理解するであろう。
【００９５】
　一部の例では、追加の区分、スペーサ要素または分離要素（本明細書で「第１の分離要
素」を指す）、スペーサまたはスクリーンとして作用するもの（例えば、図３の構成要素
４５０を参照）が、カートリッジ本体２００の長手方向軸に対して一般に垂直に配置され
てもよく、第１の分離要素４５０が、これら２つの構成要素２１２、４００を物理的に分
離すると同時に、一部の例では、その間の熱電導性関係を維持してもよい。第１の分離要
素４５０は、一部の例では熱伝導性がなく、他の例では、導電性がなくてもよい。すなわ
ち、第１の分離要素４５０は、熱伝導性があり、かつ／または噴霧器／第１のエアロゾル
生成要素２１２の発熱体２４０から第２のエアロゾル生成装置４００へ熱を伝導するよう
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構成されてもよいが、必ずしもそうとは限らず、エアロゾル生成要素４２５が、熱によく
反応し、かつ／または第１のエアロゾルに付随して第２のエアロゾルを形成してもよい。
さらに、一部の例では、第１の分離要素４５０が、気体透過性かもしくは中を気流が通る
ことを可能にするよう構成されてもよく、その結果、噴霧器／第１のエアロゾル生成装置
４００が生成した第１のエアロゾルが、下流方向に第１の分離要素４５０を通って進むこ
とができる。また、第１の分離要素４５０が、第２のエアロゾル生成装置４００内のエア
ロゾル生成要素４２５を保持し、かつ噴霧器／第１のエアロゾル生成装置２１２から分離
するように構成され／配置されてもよい。さらにその例では、第１の分離要素４５０は、
例えば、エアロゾル生成要素（すなわち、ビーズ）４２５が、発熱体２４０からの熱によ
り焼損または燃焼するのを防ぐために、噴霧器／第１のエアロゾル生成装置２１２の発熱
体２４０からエアロゾル生成要素４２５を分離するスペーサ（すなわち、厚さを規定する
ためにカートリッジ本体２００に沿って長手方向に延在して）として構成されてもよい。
また、一部の例では、第１の分離要素４５０が、発熱体２４０との間の接触があった場合
に発熱体２４０が短絡するのを防ぐために、絶縁体（すなわち、導電性がない）として構
成されてもよい。
【００９６】
　典型的には、第１の分離要素４５０は、全般的に円筒形または円盤状で、一体化構造で
、貫通する吸引された空気の通過をかのうにするため空気透過性である。第１の分離要素
４５０が、本質的に熱伝導性であってもよく、その結果発熱体２４０により生成された熱
が第２のエアロゾル生成装置４００にすぐに移送されることができる。第１の分離要素４
５０の長さ（厚さ）は可変であり、典型的には、約１ｍｍ未満～約１０ｍｍまで延伸する
。一部の例では、外部本体２１６内の第１の分離要素４５０の相対的な長手方向の配置は
、エアロゾル生成要素４２５と第１の分離要素４５０の境界面を約１ｍｍ～約２０ｍｍの
間で発熱体２４０から離間する（すなわち、一例では７ｍｍ）。典型的には、第１の分離
要素４５０は、多孔性セラミック、多孔性黒鉛材料、金属（すなわち、ステンレス、真鍮
、銅など）、メッシュまたはスクリーン、高温耐熱プラスチックなどの耐熱材料からなる
。一部の例では、第１の分離要素４５０が、例えば、設計／製造中に形成され、ドリルで
開けられた、または成型された、押し出しされた、印刷された（すなわち、３Ｄプリンタ
を使用する３Ｄ印刷要素）、もしくは製造中にスペーサ要素に形成された、長手方向延在
する空気流路を含んでもよい。所望であれば、第１の分離要素４５０が、セリウム、また
は銅イオン、または酸化物、ならびに／またはセリウムおよび銅イオンの塩を組み入れる
材料などの、触媒材料を組み入れてもよい。例えば、参照により本明細書に組み入れられ
る、Ｂｅｎｅｒｊｅｅなどの米国特許第８，４６９，０３５およびＢｅｎｅｒｊｅｅなど
の米国特許出願公開第２００７／０２１５１６８を参照されたい。
【００９７】
　エアロゾル生成要素４２５が絶縁層に囲まれてもよい例では、熱伝導性材料の層（例え
ば、金属薄片からなる層またはストリップ）が、その間に提供されてもよい（図示せず）
。すなわち、代表的なエアロゾル生成要素４２５は、金属薄片のストリップの層によりそ
の長手に沿って取り囲まれてもよい複数のペレットおよび／または他の適切な構成要素を
含む。代表的な金属薄片は、例えば、厚さ約０．０１ｍｍ～０．０５ｍｍのアルミニウム
薄片である。金属薄片は、エアロゾル生成要素４２５の外部同軸面の全体の長さに沿って
延在するのが好ましく、金属薄片が、第１の分離要素４５０を越えて延在する（すなわち
、少なくとも部分的に重なる）のが好ましくてもよい。熱伝導性材料が、金属薄片を使用
する以外の手段で提供されてもよい。例えば、金属薄片の層が、金属メッシュまたは金属
スクリーンで代替されてもよい。あるいは、金属薄片が、黒鉛繊維または熱電導性セラミ
ック繊維の層またはシートなどの熱電導性布で代替されてもよい。あるいは、熱伝導性材
料が、金属粒子、黒鉛繊維、熱電導性セラミック材料などを組み入れるインクまたは塗料
の塗装などの、熱電導性インクの塗布により提供されてもよい。
【００９８】
　図７は、外部本体または管状部材２１６（第１のエアロゾル生成装置２１２の下流、図
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示せず）中に配置された第２のエアロゾル生成装置４００のさらなる実施形態の例を示す
。図示のように、エアロゾル生成要素４２５は、分離要素４５０と４７５の間に配置され
、エアロゾル生成要素４２５を定位置に保持し、それを気流が通ることを可能にする働き
をする。上述のように、分離要素４５０および４７５は、第２のエアロゾル生成装置４０
０内のエアロゾル生成要素４２５を保持するために選択された穴の大きさを備えた、多孔
要素（例えば、メッシュスクリーンまたは穿孔された金属プレート）であってもよい。
【００９９】
　図示のように、第２のエアロゾル生成装置４００が、例えば、マウスピース２２０に面
する開口端を備える、円筒形ハウジングの別のエアロゾル生成要素ハウジング４６０をさ
らに含んでもよく、マウスピース２２０が図示のように、円筒形ハウジングの開口端と係
合し、かつ圧入係合または他の既知の手段でそれに固定されてもよい。ハウジング４６０
が、マウスピース２２０と向かい合う端部４７０を含んでもよく、図示のように、マウス
ピース２２０は、気流がそれを通ることを可能にするよう穿孔されてもよい。ハウジング
４６０は、金属（例えば、ステンレス）またはプラスチックを含む任意の好適な材料から
構成されてもよい。分離要素４５０および４７５は、圧入係合されるか、ハウジング４６
０と係合されてもよく、マウスピース２２０に近接する分離要素４７５は、所望により、
マウスピースに固定されてもよい。いくつかの実施形態では、分離要素４５０および４７
５は、ハウジングを形成する成型プロセス中にハウジング４６０に組み入れられる。図７
の設計は、本発明の実施形態に特に好適であり、第２のエアロゾル生成装置４００は、カ
ートリッジ本体２００のほかの部分と分離して着脱可能になるか使い捨てになるのでなく
、永久に固定されるようになされる。
【０１００】
　あるいは、第２のエアロゾル生成装置４００が、別のユニットとして、カートリッジ本
体２００から着脱可能になされる実施形態では、図８の設計が有利である。図示のように
、図８の実施形態では、第２のエアロゾル生成装置４００が、別のハウジング本体５２０
を備えた別のユニットとして形成され、第１のコネクタ５４０に取り付けられる（例えば
、圧着または他の手段を介して）。ハウジング５２０および第１のコネクタ５４０は、共
に、エアロゾル生成要素４２５用の空洞を形成する。図７の実施形態のように、エアロゾ
ル生成要素４２５は、分離要素４５０と４７５の間に配置され、エアロゾル生成要素４２
５を定位置に保持し、それを気流が通ることを可能にする働きをする。図７の実施形態と
同様に、分離要素４５０および４７５は、圧入係合されるか、第１のコネクタ５４０また
はハウジング本体５２０の囲繞部それぞれと係合し、成型中にこれらの囲繞部に組み入れ
られてもよい。下流の分離要素４７５は、また、任意選択にマウスピース２２０に固定さ
れる。
【０１０１】
　第２のエアロゾル生成装置４００の第１のコネクタ５４０は、第１のエアロゾル生成装
置２１２（図示せず）を収容する外部本体または管状部材２１６に固定される（例えば、
圧入係合または他の手段を介して）第２のコネクタ５６０と係合するようなされる。第２
のコネクタ５６０は、ユーザが第２のエアロゾル生成装置４００をカートリッジ本体２０
０に、螺合係合または他の結合手段を介して、着脱可能に固定することができる第１のコ
ネクタ５４０に面する端部を有する。図示のように、第２のコネクタ５６０は、多孔性で
あり、第１のエアロゾル生成装置２１２からの気流が第２のエアロゾル生成装置４００に
流入することが可能である。この実施形態の第２のエアロゾル生成装置４００は、図７と
同様の手法でマウスピース２２０と協同的に係合する。
【０１０２】
　一部の態様では、他のスペーサ要素、または他の分離要素（本明細書では「第２の分離
要素」と呼ぶ）、スペーサまたはスクリーンとして作用するもの（例えば、図３の構成要
素４７５を参照）が、カートリッジ本体２００の長手方向軸に対して一般に垂直に配置さ
れてもよく、第２の分離要素４７５がカートリッジ本体２００のマウスピースまたは口係
合端２２０から第２のエアロゾル生成装置４００を物理的に分離してもよい。すなわち、
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第２の分離要素４７５は、熱伝導性があり、かつ／また第２のエアロゾル生成装置４００
からカートリッジ本体２００のマウスピースまたは口係合端２２０を介して熱を伝導する
よう構成されてもよいが、必ずしもそうとは限らない。しかし、第２の分離要素４７５が
、気体透過性もしくは中を気流が通ることを可能にするよう構成されてもよく、その結果
、噴霧器／第１のエアロゾル生成装置２１２が生成した第１のエアロゾルおよび／または
第２のエアロゾル生成装置４００が生成しただい２のエアロゾルが、下流方向に第２の分
離要素４７５を通って、かつカートリッジ本体２００のマウスピースまたは口係合端２２
０を通って進むことができる。したがって、第２の分離要素４７５は、また、カートリッ
ジ本体２００のマウスピースまたは口係合端２２０を通るいずれのエアロゾル生成要素も
消失することなく、第２のエアロゾル生成装置４００内のエアロゾル生成要素４２５を維
持するために構成され、かつ／または配置されてもよい。
【０１０３】
　一部の態様では、エアロゾル生成要素４２５に加えて実装される不連続な第１および第
２の分離要素４５０および４７５に代えて、第２のエアロゾル生成装置４００が、細長い
管状体５２５および対向する端部部材５５０、５７５を有するカートリッジ５００（例え
ば、図４を参照）を備えてもよく、端部部材５５０、５７５それぞれが、第１および第２
の分離要素４５０、４７５と同様の手法で、熱電導性および空気透過性であってもよい。
したがって、細長い管状体５２５が、エアロゾル生成要素４２５を受容するように、かつ
対向する端部部材５５０、５７５と協働して管状体中にエアロゾル生成要素４２５を保持
するようにさらに構成されてもよい。したがって、組み立てられたカートリッジ５００が
、カートリッジ本体２００の外部本体すなわち管状部材２１６によりユニット（第２のエ
アロゾル生成装置４００を形成する）として受容されるよう構成されてもよい。
【０１０４】
　使用中、エアロゾル送達システム１００のカートリッジ本体２００のマウスピースまた
は口係合端２２０は、ユーザの口内に挿入される。噴霧器／第１のエアロゾル生成装置２
１２は、例えば、カートリッジ本体２００のマウスピースまたは口係合端２２０のユーザ
の吸引（例えば、吸い引み）により作動する。発熱体２４０および液体輸送要素２３８は
、熱交換関係にあるように構成される。すなわち、発熱体２４０が生成する熱は、第１の
エアロゾルを生成するために液体輸送要素２３８が輸送するエアロゾル前駆体組成物を加
熱するよう作用する。発熱体２４０により生成された熱および第１のエアロゾルは、第２
のエアロゾル生成装置４００と係合して、かつ第２のエアロゾル生成装置４００を介して
（すなわち、エアロゾル生成要素４２５を介して）マウスピースまたは口係合端２２０に
より規定される吸入孔の方に吸引される。一部の例では、発熱体２４０かｒの熱がエアロ
ゾル生成要素４２５と相互作用して第２のエアロゾルを生成してもよい。第２のエアロゾ
ルは、第１のエアロゾルと相互作用または混合して、ユーザにより付与される吸引に応答
して、マウスピース２２０によりユーザに送達されるエアロゾルである、第３のエアロゾ
ルを形成してもよい。一部の例では、熱および／または第１のエアロゾルとエアロゾル生
成要素４２５の間の相互作用が、強化エアロゾルを生成するために第１のエアロゾルに付
与される強化物質をもたらしてもよい。例えば、エアロゾル生成要素４２５に吸着した薬
物が、第１のエアロゾルおよび／または熱と反応してもよく、または第１のエアロゾルお
よび／または熱によりエアロゾル生成要素４２５から脱着し、第１のエアロゾルと組み合
わさって強化エアロゾルを形成してもよい。さらに他の例では、エアロゾル生成要素４２
５が、第１のエアロゾルとの相互作用が熱を第１のエアロゾルから引き離すように（すな
わち第１のエアロゾルの冷却）、構成されてもよい。ユーザが適切に実装するとき、噴霧
器２１２により生成され、第２のエアロゾル生成装置４００に影響を受ける、少なくとも
第１のエアロゾルが生成され、ユーザの口内に吸引される。
【０１０５】
　第２のエアロゾル生成装置４００および／またはエアロゾル生成要素４２５の中の構成
要素は、可変である。一般に、第２のエアロゾル生成装置４００および／またはエアロゾ
ル生成要素４２５は、使用中にエアロゾル送達システム１００を介して吸引される空気中
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に蒸発し、エアロゾル化し、または同伴した成分をその中に組み入れてもよい。最も好ま
しくは、これらの成分が、自身で、または第１のエアロゾル生成装置２１２により生成さ
れた第１のエアロゾルと協同で、芳香、香味、食感、可視エアロゾル感覚などの感覚およ
び官能効果を与えることである。吸引の間、ユーザの口に吸いこまれた第１および／また
は第２のエアロゾル生成装置２１２、４００の成分の例として、水（例えば、水蒸気とし
て）、可視または不可視エアロゾル形成材料（例えば、グリセリン）、様々な揮発性香味
（例えば、バニリンおよびメンソール）、タバコの揮発性成分（例えば、ニコチン）など
が挙げられる。
【０１０６】
　好ましいエアロゾル生成材料は、それに対して十分な熱を加えることにより、または、
エアロゾル送達システムの成分を使用するエアロゾル形成状態の作用を介して、（見える
見えないにかかわらず）エアロゾルを生成する。好ましいエアロゾル生成材料は、「煙状
」と考えられてもよい可視エアロゾルを生成する。好ましいエアロゾル生成材料は、燃焼
タバコにより生成される煙の化学的特性に比べて価格的に単純である。好ましい可視エア
ロゾル形成材料は、ポリオールであり、例示的な好ましいエアロゾル形成材料として、グ
リセリン、プロピレングリコールおよびその混合が挙げられる。所望であれば、エアロゾ
ル形成材料は、水などの他の液体材料と組み合わせてもよい。例えば、エアロゾル形成材
料形成は、グリセリンと水の混合、またはプロピレングリコールと水の混合を組み入れて
もよい。例えば、参照により本明細書に組み入れられる、Ｃｒｏｏｋｓらの米国特許第８
，６７８，０１３に参照される様々なエアロゾル形成材料を参照されたい。
【０１０７】
　エアロゾル形成材料は、喫煙物品の所望の領域内のエアロゾル材料を保持するために基
盤材料により保持または支持される。例示的な基板材料およびエアロゾル形成材料を組み
入れる例示的な形成は、Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈなどの米国特許第４，７９３，３６５、Ｗ
ｈｉｔｅの米国特許第４，８９３，６３９、Ｃｌｅａｒｍａｎなどの米国特許第５，０９
９，８６１、Ｊａｋｏｂなどの米国特許第５，１０１，８３９、Ｇｅｎｔｒｙなどの米国
特許第５，１０５，８３６、Ｂｒｉｎｋｌｅｙなどの米国特許第５，１５９，９４２、Ｃ
ｌｅａｒｍａｎなどの米国特許第５，２０３，３３５、Ａｒｚｏｎｉｃｏなどの米国特許
第５，２７１，４１９、Ｌｅｋｗａｕｗａなどの米国特許第５，３２７，９１７、Ｃａｓ
ｅｙ　ＩＩＩなどの米国特許第５，３９６，９１１、Ｙｏｕｎｇなどの米国特許第５，５
３３，５３０、Ｃｌｅａｒｍａｎの米国特許第５，５８８，４４６、Ｊａｋｏｂなどの米
国特許第５，５９８，８６８、Ｙｏｕｎｇなどの米国特許第５、７１５、８４４、および
Ｎｅｓｔｏｒなどの米国特許出願公開第２００５／００６６９８６に記述され、参照によ
り本明細書に援用される。また、Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓ
ｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　Ｎｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅ　ｔｈａｔ　Ｈ
ｅａｔ　ｉｎｓｔｅａｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔａｂａｃｃｏ、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ
　Ｔａｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ（１９８８）も参照されたい。
例示的な基板材料は、「Ｐｒｅｍｉｅｒ」および「Ｅｃｌｉｐｓｅ］という商品名で、Ｒ
．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔａｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙの元、市販されている型のタ
バコに組み込まれてきた。
【０１０８】
　一部の例では、図１を参照して説明されるエアロゾル送達システムが、市販の電子タバ
コとほとんど同じ手法で使用されてもよい。結果として、喫煙すると、本明細書に開示し
た型の好ましいエアロゾル送達システム１００は、第１および第２のエアロゾル生成装置
２１２、４００の揮発した成分から主としてもたらされる可視主流のエアロゾルを生成す
ることができ、その可視エアロゾルは、多くの点でタバコ刻みフィラーを燃焼する伝統的
な型のタバコの主流タバコ煙に似ている。
【０１０９】
　他の例では、実質的にカートリッジ本体２００の全体が、１つまたは複数の炭素材料（
例えば、図５を参照）から形成されてもよく、生分解性およびワイヤが無いという点で本
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明細書に開示の他のカートリッジ本体構成を超える利点を提供することができる。この点
で、発熱体は、炭素フォームを含んでもよく、リザーバは、炭素化布帛を含んでもよく、
黒鉛が電池およびコントローラと電気的接続を形成するために採用されてもよい。炭素ベ
ースのカートリッジ本体の例は、Ｄａｖｉｓなどの米国特許出願公開第２０１５／００５
９７８０またはＧｒｉｆｆｉｔｈなどの第２０１３／０２５５７０２に記載され、参照に
よりその全体が本明細書に組み入れられる。一部の例では、本明細書に開示される第２の
エアロゾル生成装置の組み入れも、そのような炭素ベースのカートリッジ本体に適用され
てもよい。例えば、図６Ａおよび６Ｂに示すように、カートリッジ本体のマウスピース方
向に配置されたカートリッジ要素６００の部分６２５（例えば、図６Ａを参照）が、本明
細書に開示された型のエアロゾル生成要素４２５の１つ以上を受容するように構成される
か、変更されてもよい（例えば、図６Ｂを参照）。あるいは、そのようなエアロゾル生成
要素４２５を含む事前に組み立てられたカートリッジが実装されてもよく、さもなければ
、本明細書に開示されるように、カートリッジ要素６００および／またはカートリッジ要
素６００を受容する外部本体が、エアロゾル生成要素をその間に有する第１および第２の
分離要素を受容するよう構成されてもよい。
【０１１０】
　本明細上記の記載及び関連する図面に提示される教示の利点を有する、本開示が関連す
る当業者は、本開示の多くの修正形及び他の実施形態を思い浮かぶであろう。例えば、同
業者は、本特許請求の範囲の範囲内において、本明細書に明示的に記載のない実施形態が
本開示の範囲内で実践されること、また別の実施形態のために本明細書で説明される特徴
が、互いに、および／または既知のあるいは将来開発される技術と組み入れられてもよい
ことを理解するであろう。したがって、本開示は、本明細書に開示される特定の実施形態
に限定されず、等価物、修正形および他の実施形態が添付の特許請求の範囲内に含まれる
よう意図されることが理解されるものとする。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７】
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